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序

滋賀県教育委員会では、活力のある県民社会、生きがいのある生活を

築 くための一つとして、個性豊かな文化環境づくりに取りくんでいます。

特に文化財保護行政にたずさわるものとして、近年の社会変化に即応し

県下の実情や将来あるべき姿を見定めつつ、文化財の保護と活用に努め

ております。

先人が残してくれた文化財は、現代を生きる我々のみならず子々孫々

に至る貴重な宝でもあります。このような大切な文化遺産を破壊するこ

となく、後世に引き継いでいくためには、広く県民の方々の文化財に対

する深い御理解と御協力を得なければなりません。

ここに、平成元年度に実施しました県営ほ場整備事業に係る発掘調査

の結果を取りまとめましたので、御高覧のうえ今後の埋蔵文化財の御理

解に役立てていただければ幸いです。

最後に、発掘調査の円滑な実施に後理解と御協力をいただきました地

元の方々、並びに関係機関に対して厚く御礼申し上げます。

平成 2年 3月

滋賀県教育委員会

教育長 西池 季節
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第 1章 調 査 の 経 緯

御倉遺跡は草津市御倉町・矢橋町・橋岡町地先に所在し、F昭和60年度滋賀県遺跡地図』等によ

って弥生時代から平安時代にかけての集落遺跡として周知されている。県農林部の計画する平成

元年度県営ほ場整備事業 (草津市山田地区御倉工区)は、この遺跡にかかるため、工事に先立つ

埋蔵文化財の調査を実施し、遺跡の保護策が講じられることとなった。

調査はまず、遺跡の範囲とその深度にかかる資料を得ることを目的として、2m× 3mを基本と

する試掘坑を30箇所設定した。試掘調査の結果、工事対象地のほぼ全域にわたって遺跡の存在が

確認されるに至ったため、関係部局間の協議により、工事による直接の影響が避けられないと判

断された排水路および管水路計画箇所について、本格的な発掘調査を実施し、記録の収集と保存

がはかられることとなった。

試掘調査は奈良俊哉を担当として平成元年 3月 に、発掘調査は北村圭弘、中村健二を担当とし

て平成元年 4月から7月 に実施し、ひきつづき平成 2年 3月 までを整理調査期間とした。 (北村)

第 2 工早 位 置 と 環 境

県南部に位置する草津市周辺は、金勝山地・瀬田丘陵より流れ出す多くの中小河川によって形

成された低湿な沖積平野である。この平野の南西部を蛇行して西流する河川のひとつに北川 (子

守川)力 あゞり、御倉遺跡はこの川の最下流域に所在する。当遺跡周辺は琵琶湖面との標高差が現

状でも+2m程度でしかない低地 (標高86.5m前後)で、昭和57年度以降、これまでに実施されて

きた新草津川改修工事に伴う発掘調査の結果では、ここに散在する微高地あるいは自然堤防上に、

主として古墳時代から平安時代にかけての集落遺跡が営まれたと推定されている。今回の調査地

は新草津川放水路線の北側に位置し、調査箇所を全体として眺めると、遺跡範囲確認用の線状 ト

レンチを遺跡北半部のほぼ全域にカバーしたようなかたちとなる。

周辺部における御倉遺跡と同時期の遺跡について概観すると、まず古墳群としては北方に五条

古墳群、大宮若松神社古墳、南山田古墳群、南方には鞭崎神社古墳群、南笠古墳群、榊差古墳群、

南田山古墳群、東方には矢倉古墳群などを見ることができる。これらは大宮若松神社古墳の 5世

紀後半を最古として、おおむね 6世紀から7世紀にかけてのものが多い。当該期の集落遺跡につ

いてはいまだ不透明であり、現状では東方の西海道遺跡、襖遺跡、中畑遺跡などで少数の竪穴住

居が確認されているほかは、遺物の散布地として北方に狭間遺跡、南方に広野遺跡等が知られる

程度にすぎない。古墳 (群)の数から推察すると同時期の集落遺跡の実数は、現状をこえてさら

に多くなる可能性が高い。

奈良 。平安時代は隣接地に大津京や近江国庁の営まれた時代でもあり、御倉遺跡の東方から南

方にかけての丘陵縁辺部には、岡田追分遺跡、矢倉口遺跡、谷遺跡、墓ノ町遺跡など多くの集落

遺跡がみうけられる。野路小野山遺跡、木瓜原遺跡、笠山遺跡などの製鉄や窯業生産にかかわる

遺跡も同地域に顕著な分布を示す遺跡群のひとつである。また市内の北部を中心とする地域には
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宝光寺廃寺、花摘寺廃寺などの白鳳寺院が、県内でも最高に密集して分布することが知られてい

る。市内の南部地域については、御倉遺跡南方の南笠古墳群に近接して笠寺廃寺の存在すること

が知られるものの、寺院遺跡の分布に関しては、北部地域との間に明瞭な差異の存在する可能性

が指摘される。このことは、いまだ実態の不透明な集落遺跡の動向をさぐるうえで、重要な視点

のひとつになり得ると思われる。

なお御倉町はかつて湖南の要港として栄えた矢橋、山田の港に近接する位置にあり、集落の中

央を南北にはしる道路は「佐々木街道」とよばれ、浜街道の開通以前は湖南における重要幹線道

路のひとつであったといわれている。当地付近が交通の要衝であることは古今かわらず、大津京

時代には東国からの調貢を納めた倉院があったことから「玉出の御倉」とも称されたという。こ

れらのことは、かつての調査で出上している「郡家有」「三宅」などの墨書土器の存在や、大型の

掘立柱建物、搬入系の遺物が多く出土するという点などとあわせて注目される。   (北 村 )

第 3章 基 本 層 序

基本層序は概ね以下のとおりである。

第 1層……灰褐色粘質土 (現耕作土)。

第 2層……黄灰色粘質土 (床土 )。

第 3層……淡灰褐色粘性極細砂混。

第 4層……灰褐色粘質土。

第 5層……黄白色粘質土 (地山)。

第 6層……青灰色粘質土。

第 3・ 4層 はほぼ調査区全域に堆積している土層である。第 3層 は第 3調査区A地区付近では

約16cmの層厚をもつ。現耕作土に先立つ旧耕作上であると思われる。

第 4層 は層厚10cm程度で、第 3層に比べて粘性も強い。遺物はほとんど包含していないものの、

遺物包含層と考えられるものである。本層は比較的土砂の堆積のあるA地区などにはみることが

できるが、ベース面のもっとも高い子守神社周辺では、第 3層 とともにその堆積は認められない。

このことはもともと低い部分にしか堆積していなかったのか、整地等の原因によってなかったの

か積極的根拠はないが、土層の堆積している部分では、比較的全面に広がっていることから、本

来は堆積してあったものが削平されたものと考えた方が良いと思われる。したがってベース面の

高い部分は、耕作土直下に地山である黄白色粘質土が広がる結果となったのであろう。この責灰

色粘質上が基本ベースになっているが、浜街道に面した部分や第 3調査区G地区の沼状堆積のも

っとも深い部分などでは、第 6層の青灰色粘質上がベースとなる。また黄白色粘質土はベース面

の低いところでは、やや粘性が強く、色調もややくすんだ色となる。

-2-
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第 4章 第 1調 査 区
工区の北東部に設定された調査区で、工事計画の支線64号排水路、支線58号道路平行管水路お

よび支線64-1～ 2号排水路にあたる。列記した順に、それぞれA地区、B地区、C地区と称した。

1.検出遺構 (第 1図、図版 3～ 4、 27～29)

A地区 (第 1図、図版27)

調査区の北東部に位置するトレンチで、幅約1.8m、 長さ約54mを測

る。遺構検出面は褐色を帯びた黄白色粘質土層、砂質土層の上面で、

標高は85.86m～86.26mを測る。 トレンチの大部分は後世の攪乱を受

けており、遺構ベースの遺存が良好な箇所はトレンチの北西部に限ら

れた。

SX01Al 幅約40cm～ 1.3m、 深さ約10cmの濤状の遺構で、埋土は灰黒

色の粘質上であった。遺構の年代等については明らかでない。

B地区 (図版 3、 28)

調査区の南側に位置するトレンチで、幅約1.8m、 長さ約102mを測る。

遺構検出面は黄白色あるいは青白色粘質土層上面で、標高は86.15血

～86.30mを 測る。東高西低の地形で、トレンチの西半では遺構面の直

上に灰黒色粘質上の沼地状の堆積が広範にみられた。

S D01Bl 幅1.lm、 深さ約20cmの濤状遺構で、埋土は暗茶褐色の粘質

上であった。遺物の出土はなかった。

S D02B増 幅約80cm、 深さ約14cmの濤状遺構で、埋土は暗茶褐色の粘
質上であった。遺物の出土はなかった。

S D03Bl 幅約60cm、 深さ約53cmの濤状遺構で、埋土は灰黒色の粘質

上であった。遺物の出土はなかったが、遺構の位置や埋上の状況など

から、2段の掘り込みとなる第 1調査区C地区のS D02Clや第 2調査

東端

区A地区の S D01A2お よび昭和62年度新草津

川関連遺跡調査 (滋賀県教委)の D地区のSD

4と 同一の遺構となる可能性が高い。ただ先述

のように当該遺構形成面の上面はトレンチの西

側に広範に広がる沼地状の堆積であったため、

上段の掘り込みは検出されなかった。おそらく

下段の掘り込みのみが残存したものと推定され

ガ
第 1図 第 1調査区
A地区検出遺構 S=1/200

10M
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る。そうした場合、さきの遺構の例から当遺構の年代は弥生時代後期～古墳時代前期にかけての

ものと推定される。

C地区 (図版 4、 28～29)

調査区の西側に位置するトレンチで、幅約 lm、 長さ約81mを測る。遺構検出面は灰色を帯びた黄

白色粘質土層の上面で、標高は86.04m～86.14mを測る。トレンチの北側および南側では遺構面が

低 くなっており、その直上で灰黒色粘質上の沼地状の堆積がみられた。

S D01Al 幅約1.4m、 深さ約85cmの濤状遺構で、埋土は暗茶褐色粘質上であった。遺物の出土は

なかった。

S D02A1 2段に掘、り込まれた濤状遺構で、遺構形成面での幅は約1.lmを測るが、約20cmの深さ

で60cmの幅となる。遺構面からの深さは約60cmで、埋土は上段が灰褐色系の砂質土、下段が灰黒

色系の粘質上であった。遺物の出土はなかったが、遺構の位置や構造、埋上の状況などから第 1

調査区B地区のS D03Blや第 2調査区B地区のS D04B 2お よび昭和62年度新草津川関連遺跡

調査 (滋賀県教委)の D地区SD4と 同一のものである可能性が高い。弥生時代後期～古墳時代

前期にかけてのものと推定される。

2.出土遺物 (図版18)

A地区

遺構内よりの遺物の出土はなかったが、表土中より近世以降、現代までの屋瓦、染付け碗等の出

上をみた。

B地区 (31/図版18)

遺構内よりの遺物の出土はなかったが、表土より須恵器甕片等の出上があった。

排土採集遺物 (31/図版18)

須恵器養 (31):内面に同心円文の当具痕を残す甕の体部片である。外面には平行線文の叩き締め

痕を残すが、器表全体が磨耗しており、細部については不明である。焼成は堅緻で、青灰色を呈

し、胎土は微細な長石粒を多量に含んだものである。

C地区 (32/図版18)

遺構内よりの遺物の出上はなかったが、表土中より須恵器甕片等が出上した。

排土採集遺物 (32/図版18)

須恵器養 (32):内面に同心円文の当具痕が観察される甕の体部片である。自然釉のかかる外面に

は、木目に直交する平行線文を刻んだ叩き板の痕跡が認められる。胎土はきめのこまかい粘土質

で、表面には黒色粒が目立つ。焼成は堅緻で、外面は黒灰色、内面は灰色を呈す。

3.小 結

当該調査区では広範囲にわたって沼地状の堆積が認められ、遺構の検出も、遺物の出土量も少

なかった。第 3地区のA地区～D地区にかけての箇所でも、中世の遺物を含む不規則な沼地状堆

積が確認されており、調査対象地北東部の大半は、少なくとも中世の一時期までは低湿地化して

いたものと推測される。                                (北 村 )
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第 5章 第 2調 査 区
工区の東辺および南東辺に設定された調査区で、工事計画の佐々木街道平行管水路、新草津川

平行管水路東部にあたる。東から順にそれぞれA地区、B地区、C地区と称した。

1.検出遺構 (図版 5～ 7、 30～32)

A地区 (図版 5、 30)

調査区の東側に位置する南北方向のトレンチで、幅約lm、 長さ約96mを はかる。遺構検出面は灰

色を帯びた黄白色粘質土層の上面で、標高は86.45m～86.65mを測る。トレンチ東側の佐々木街道

に平行する部分では、道路の側濤工事に伴うと推定される攪乱がみられた。

S D01A2 幅30cm、 深さ約8cmを測る濤状遺物で、埋土は暗茶褐色粘質上であった。遺物の出土

がないため、年代等については不明である。

S D02A2 幅約70cm、 深さ約10cm～15cmを測る濤状遺構で、埋土は暗茶褐色粘質上であった。遺

構の出土はなかった。

S D03A2 幅40cm、 深さ約13cmを測る濤状遺構で、東側は佐々木街道の側濤工事に伴うと推定さ

れる攪乱を受けていた。埋土は茶褐色粘質上で、遺物の出土はなかった。

S D04A2 幅65cm、 深さ約12cmの濤状遺構で、埋土は暗茶褐色粘質上であった。遺物の出上がな

いため、年代等については特定できない。

S D05A2 幅約40cm、 深さ約 6 cmを測る濤状遺構で、埋土は灰色粘上であった。遺物の出土はな

く、深さも浅い。埋上の色調や土質も他の遺構とは異なり、遺構面直上の堆積上に近似すること

から、時期的にはより新しい可能性がある。

S X01A2 深さ約■cm～ 15cmを浪より、西から東へとわずかに浅 くなっている。埋土はマンガン粒

を多く含む灰色上であった。遺物の出上がないため、年代や性格等については明確でないが、暗

茶褐色系の埋上をもつ他の遺構よりは新しくなる可能性が高い。

S X02A2 幅約 2m、 深さ約12cmを測る。埋土はマンガン粒を多く含む灰色上であることから、

年代、性格ともにS X01A2とこ近似するものと推定される。

S X03A2 直径約20cm～50cmの楕円形、もしくは一辺約30cm～40cmの方形の掘方を有した東西 3

間以上のピット列である。埋土はいずれも暗茶褐色粘質土で、明確に柱痕の検出されるものもあ

ったことから、消極的だが掘立柱建物の一部、あるいは棚列等の一部である可能性が指摘される。

遺物の出土はなかった。

S X04A2 幅約9.5m、 深さ約15cm～20cmを測り、東から西へと徐々に深 くなっている。埋土は暗

茶褐色上で、遺物の出土はなかった。

B地区 (図版 6、 30、 32)

調査区の中央部に位置するトレンチで、幅約 lm、 長さ約106mを 浪よる。C地区とは65号排水路を

隔てて区別される。遺構の検出面は褐色を帯びた黄白色粘質上で、標高は86.02m～86.22mを測

る。
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S D01B2 幅30cm、 深さ約20cmの濤状遺構で、埋土は暗茶褐色粘質土であった。遺物の出土がな

いため、年代等については不明である。

S D02～03B2 幅約30cm～ 40cm、 深さ約 4 cm～ 5 cmの濤状遺構である。遺物の出土はなく、埋土

は灰色粘上であった。性格、年代ともに不明だが、第 2調査区A地区のS D05A2と 同様、暗茶褐

色系の埋土をもつ他の遺構よりは新しくなる可能性が指摘される。

S D04B2 二段に掘り込まれた濤状遺構で、遺構検出面での幅は約2.2mを測るが、約60cmの深さ

で、幅約40cmと なる。遺構面からの深さは約74cmで、埋土は上段が暗茶褐色粘質上で、下段が灰

黒色粘質上であった。上段の埋土からは弥生時代後期～古墳時代前期にかけての高杯の脚部片や

甕の体部片が少量出上した。遺構の位置や規模、形状、埋上の堆積状況などから、第 1調査区B

地区の S D03Bl、 同C地区のS D01Clに 連続するものの可能性が高い。同様の理由で昭和62年

度の新草津川関連遺跡調査 (滋賀県委)の D地区で検出されたS D4と も同一のものになる可能性

が指摘される。

S D05～ 1l B2 規模、埋土等の状況が近似する南北方向の小濤群で、中心間距離にして約2.4m

～2.5mご とに東西方向に並ぶ。方位はS D05B2を 除いてほぼ同じであり、幅はSD■ B2が約lm

～1.7mと 他に比べてやや広いものの、基本的には約35cm～60cmの規模で、深さは 7 cm～ 15cmを測

る。埋土は灰色粘質上であり、いずれについても遺物の出上がない。年代等については不明であ

るが、 S D02～03B2と 同様に暗茶褐色系の埋上をもつ他の遺構よりは新しくなる可能性が高い。

S D12B2 幅約60cm～70cm、 深さ約12cmを測る濤状遺構である。埋土は暗茶褐色粘質土で、遺物

の出土はなかった。

S D13B2 幅約20cm、 深さ約 5 cmの濤状遺構である。埋土は暗茶褐色粘質上であった。遺物の出

土はなかった。

S D14B2 幅約1.5m、 深さ約30cmの濤状遺構で、埋土は暗茶褐色粘質上であった。遺物の出上が

ないため、年代等については特定できない。

S X01B2 深さ約20cmの落ち込みである。埋土は暗茶褐色粘質土で、遺物の出土はなかった。

S X02B2 深さ約24cmを測る落ち込みで、埋土は暗茶褐色粘質上であった。 S D04B2の 西側肩

部になる可能性も完全には否定し切れない。遺物の出土はなかった。

C地区 (図版 7、 31～ 32)

調査区の西側に設定されたトレンチで、幅約 lm、 長さ約114mを測る。B地区とは65号排水路を

隔てて区別され、西は神社前に至る。標高は85.62m～86.07mを測り、おおむね東西両側で高 く中

央部で低い。

S D01～02C2 幅約60cm～ 70cm、 深さ約 5 cm～ 6 cmの濤状遺構である。埋土は遺構面直上の堆積

上にちかい灰色粘上である。規模や方位、埋上の状況などが、B地区のS D05～■B等に近似す

ることから、時期や性格もこれと同様のものと推定される。

S D03～04C2 幅約 3m～3.5m、 深さ約14cm～15cmの濤状遺構で、埋土は暗茶褐色上である。遺

物の出土はなかった。
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S D05C2 幅約60cm、 深さ約 3 cmの濤状遺構で、埋土は暗茶褐色土である。遺物の出土はなかっ

た。

S D06～07C2 幅約 lm～ 1.5m、 深さ約 6 cmの濤状遺構である。埋上は暗茶褐色粘質上で、遺物

の出上はなかった。両遺構は規模、方位等ともに近似する。

S D08C2 幅約 5m、 深さ約40cm～ 50cmの濤状遺構で、埋土はくすんだ青灰色粘質上である。腐

食の進んでいない木葉や木の実などは少量出上したが、人工の遺物の出土はなかった。したがっ

て遺構の年代等については不明であるが、同様の規模と埋上をもった濤状遺構が、第 4調査区の

C地区とD地区で確認されている。また、これに連続する可能性の高い濤状遺構が昭和62年度の

新草津川関連遺跡調査 (草津市教委)の B地区とC地区にまたがって検出されてるようである。

S X01C2 幅約75cm、 高さ約10cmの畦状遺構で、遺構形成層を削り出して作られている。同様の

畦状遺構は昭和62年度の新草津川関連遺跡調査 (草津市教委)の B地区でも確認されており、今

回検出の遺構はこれに連続する可能性が高い。 S D05C2西側の自然地形の段差に見える箇所も、

本来はこうした畦畔状遺構であったものと推測される。方位は当該調査区の随所で確認された灰

色粘上を埋上にもつ素掘り小濤群中に同じものが多い。

S X02C2 幅約7.6m、 深さ約 2 cm～ 7 cmの落ち込み状の遺構で、暗茶褐色粘質上の埋上には大量

の上器片が含まれていた。また底面では、ほぼ中央部にピット状遺構が、東西両側には濤状遺構

が検出された。中央部のピットは黒褐色の粘質上で埋まり、規模は落ち込みの底面で直径約40cm、

深さ約28cmを測る。両側の濤については、埋上がいずれも暗茶褐色粘質上で、規模は東側の濤が

底面で幅90cm、 深さ約40cm、 西側の濤が同様に幅約80cm、 深さ約24cmを測る。遺物は東側の濤で

須恵器や土師器の上錘、甕片、西側の濤で土師器の壺などが出上した。同じ遺構は昭和60年度の

新草津川関連遺跡調査 (草津市教委)でも検出されている。

2.出土遺物 (図版 18、 41)

A地区

遺構内からの遺物の出土はなく、また表土中よりも遺物は出上しなかった。佐々木街道沿いの側

濤工事による攪乱土中より、ガラス瓶、ビニール製肥料袋など、現代の遺物が出上したのみであ

る。

B地区

遺構内からの遺物の出土は少なく、S D04B2よ り弥生時代後期から古墳時代前期にかけてと推定

される高郭脚柱の小片や甕体部の小片等が少量出上したのみである。

C地区 (図版 18、 41)

S X02C2の みから多量の上器類の出上があった。

S X02C2出 土遺物 (1～30/図版18、 41)

須恵器郭董 (1～ 2):ヤ ずゝれも上段の埋土中より出上した。(1)は口径12.lcm、 器高4.4cm、 鬱)は

口径12.7cm、 器高4.6cmを 測る。天丼部はいずれについても、馬平で、反時計回りの回転ヘラケズ

リによってほぼ全面を調整する。天丼部との境界には明瞭な凹線が観察される。胎上には微細な
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長石粒を多量に含み、刷リガラスの質感をもつ。堅緻に焼成され灰色を呈す。(1)の天丼部内面中

央には、甕に通有の同心円文当具痕が観察される。

須恵器郭 (3～ 8):(3～ 6)は上段の埋上、 (7～ 8)は西側の濤状遺構から出上した。 (3～ 6)

は口縁の立ち上がりが長 く、受部から直立的にたちあがる。口縁内部端には明瞭な凹線をもち、

口径は12cm弱に復元される。胎上に長石粒は目立たないが、おおむね不蓋 (2～ 3)に類似する。

堅緻に焼成され表面は青灰色を呈すが、断面がセピア色のものもある。他)の受部外面には、邪蓋

口縁端部が熔着している。 (7～ 8)は口縁部の立ち上がりが短 く、内傾して受部から鈍角的にた

ちあがる。端部に凹線はみられず、口径は (3～ 6)よ り小さめの■cm強 と復元される。胎上に

長石粒は目立たないが、基本的には不蓋 (1～ 2)に類似する。

須恵器高lTH(22):上段の埋土中より出上した。短脚 1段の円形 3方透かしの高邦で、脚部の底径

は9.3cmを測る。胎土は微細な長石粒を多量に含み、邪蓋 (1～ 2)に酷似する。焼成は堅緻で灰

色を呈すが、部分的に生焼けの箇所がある。

須恵器秀 (20～23、 29):(20)は西側の、 (28)|ま東側の濤状遺構の埋土から出上し、それ以外

の (23～27、 29)は上段の埋土中より出上した。いずれも外面に木目に直交する平行線文を刻ん

だ叩き板の痕跡を残している。 (20、 23、 28～29)の内面には同心円文の当具痕をそのまま残し、

(24～27)に はこれを無文化する意識が働 く。 (27)イま同心円文の消去が完全でない。 (20、 29)

については叩き締め形成後、外面にカキロ調整がおこなわれる。焼成についてはいずれも堅緻で

あるが、色調は (20、 28)が灰色～青灰色、 (24～ 27、 29)が淡い褐色、(23)ん 薫ゞし焼き風で灰

黒色を呈している。胎土はいずれについても微細な長石粒を含んでいる。

上師器高lTH(21):上段の埋土中より出上した。脚柱と裾部 との境界が明瞭で、透かしはもたな

い。底径は 8 cm強 と推定される。磨耗がはげしく細部の調整等については不明である。焼成はや

やあまく、器表の1/2以上が灰黒色である。胎上には小礫が目立つ。

土師器土錘 (10):東側の濤状遺構の埋土中より出土した。長さ 4 cm、 幅2.2cmを 測る。焼成は堅

緻であるが、使用されたためかローリングを受けており、細部の調整等については明瞭でない。

色調は灰褐色で、胎土は砂や小礫をほとんど含んでおらず、精良である。

弥生土器壷 (11～ 16、 30):(■～16)は西側の濤状遺構の埋土中より、 (30)は上段の埋土中よ

り出上した。 (11～ 12、 15)は 口縁部片で、端部に粘上を貼り付けて、それを下方に垂下させてい

る。 (■)に は棒状の浮文が、 (15)とこは横位の条線文が施される。 (13)イま底部片、 (14)イよ受口

状の口縁部片、 (16)イ却占り付けによる凸帯をもつ顕部片である。 (11～ 12、 16)はややあまく焼

成され、精良な胎土をもち明褐色を呈すという点で共通している。

縄文土器深鉢 (17～ 19):セ ずゝれも西側の濤状遺構の埋土中より出上した。 (17)イよ外面に貼り付

けによる凸帯をもつ。 (18～19)は外面に縦位の条痕状の板ケズリをおこなうものである。いずれ

も凸帯文土器の一部と推定される。焼成はややあまく、褐色を呈し、胎土は小礫を含んで粗い。

3.小 結

当該調査区においては、西側の子守神社に近づくにつれて、遺構 。遺物ともに多く確認される
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ようになった。なかでも畦畔状の遺構とそれに方位をほぼ同じくする多数の素掘り小濤群の確認

されたことが注目される。これらは近年注目されはじめた条里制遺構の一例になるものと思われ

る。またS X02C2か らは2次堆積と推定される多量の遺物が出上した。出上した遺物の下限は 7

世紀前後であるが、縄文晩期の上器が含まれていたことが注目される。 (北村 )

第 6章 第 3調 査 区
工区の中央部および北辺部に設定された調査区で、工事計画の第65号排水路、第66号排水路、

第63号排水路および 2本の管水路にあたる。調査区は第65号排水路よりA～ Gまでの小地区に分

けた。本調査区のベースは黄白色粘質土がほぼ一面に広がっており、G地区の一部は青灰色粘質

上がベースとなる。

1.検出遺構

A地区 (図版 8・ 9、 図版33)

遺構からの遺物め出土は少なく、個々の遺構の時期は必ずしも明確ではない。しかし遺構は大き

く暗茶褐色粘質上の埋上をもつ古墳から古代の遺構と灰色土の中 。近世の遺構に大別できるよう

である。前者には土坑状の遺構やピットなどがあり、後者には条里関係の濤などがある。また、

本地区の北端より始まる沼状遺構はB～ D地区にまで広がる。

S B01A3(図版 16、 図版34)

東西 1+α間、南北 3間の掘立柱建物である。北側に 1間以上の張出部をもつ。建物の方位はN―

53°一Eである。柱穴は0.4m～0.6mの大きさで、隅丸方形あるいは円形の掘り方をもつ。 1間の

長さは1か所を除いて、ほぼ 2mである。建物と張出部の間の長さは約1.lmである。柱穴の埋土

は暗茶褐色上で、遺物の出土はない。

S X01A3 残存長2.4m、 残存幅0.4mを測る。深さは0.lm程度で、床面はでこぼこしている。埋

土は暗茶褐色粘質上の単層である。埋土からは少量の古墳時代と思われる土器片が出上した。

S K01A3 S X01の すぐ北で検出された土坑で、長径約0.3m、 短径約0.2m、 深さ約0.lmを測

る。平面形は南にやや張り出す楕円形を呈する。埋土は暗茶褐色粘質土であり、須恵器甕の細片

が 1片出上している。

S K02A3 長軸0.8m、 短軸0.5m、 深さ約0.06mを測る。平面形は不定形であり北東方向に長軸約

0。 18m、短軸0.lmの張出部をもつ。埋土は暗茶褐色粘質上。須恵器・土師器の細片が出土している。

S K03A3 東側のほとんどが調査区外のため詳細はわからない。長軸0.2m+α、短軸0,12+α、

深さ約0.lmである。埋土は灰色土である。遺物の出土はない。

S K04A3 東側のほとんどが調査区外にある。長軸0.2m+α、短軸0。 12m+α、深さ約0。 lmを測

る。平面形は長方形を呈すると考えられる。埋土は灰色上である。遺物の出土はない。

S K05A3 S K03、 S K05と 同様に東側が調査区外にある。長軸0.26m+α、短軸0.24mtt α、深

さ約0.lmを測る。埋土は灰色土である。遺物の出土はない。
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S D01A3 東西から北東方向に流れる濤である。幅は0。 4～ 0。 2mであり、深さ0.05mを測る。北

東に行うほどそのプランは不明瞭になる。埋土は灰色上で、遺物の出土はない。

S X02A3 長径約50cm、 短径約0。 lm、 深さ0.05mの不定形な堀り方をもつ遺構である。埋土は暗

茶褐色粘質上である。出土遺物はない。

S X03A3 遺構の西側は調査区外に延びている。残存部長は0.3m、 幅0.lm、 深さ0.05mを測

る。埋土は暗茶褐色粘質土。遺物の出土はない。

S D02A3 南西から北東に流れる濤状遺構である。北東に行 くほどプランは不明瞭になる。幅は

約0.04mで、深さは0.lmと 他の遺構に比べてやや深い。埋土は中央部が暗茶褐色粘質上で、東西

両肩付近の一部に灰色粘質上が堆積する。遺物の出土はない。

S R02A3(第 2図)調 査区の北端付近に位置する湿地状の堆積である。埋土は大きく3層に分

かれる。最下層より上師皿の細片が少量出上している。

B地区 (図版10・ ■)

66号排水路に平行する東西方向の管水路で、比較的多 くの濤や浅い多くの不明遺構が検出されて

いる。遺構の埋土はほとんどが灰色上であり、中 。近世の遺構がほとんどであると考えられている。

S X04B3 長径275cmを測る不定形土坑である。遺構の南側は調査区外に延びている。埋土は灰

色上であり、遺物の出土はない。

S D03B3 幅90cm、 深さ 8 cmを測る濤である。埋土は灰色上で、土器の出土はない。

S D04B3 幅145cm、 深さ約5cmの南北濤である。埋土は灰色土で、遺物の出土はない。

S D08B3 幅35cm、 深さ約 8 cmの南北濤である。埋土は灰色上で遺物の出土はない。

S X05B3 幅130cm、 深さ約15cmの遺構である。西側はS X06に よって切られており詳細な形状

は不明である。一応性格不明遺構としたが、 S D05と 並行していることから幅の広い濤の可能性

も否定できない。埋土は灰色上で、少量の上器片と寛永通宝が出土した。

S X06B3 幅150cm、 深さ約13cmを測る。 S X05同様に濤の可能性は否定できない。遺構の西肩

はやや蛇行気味である。埋土は灰色土で、遺物の出土はない。

S X08B3 S X06に よって切られているため詳細は不明であるが、残存部より楕円形の上坑であ

ると考えられる。短軸0.6+α m、 長軸1.4+α m、 深さ約0.lmを測る。埋土は灰色上で、遺物の出

土はない。

S K07B3 長軸1.7m、 短軸0.5m、 深さ約0.15mの上坑である。平面形は精円形を呈し、底面は

比較的平担である。断面図は逆台形に近い。埋土は灰色上で、遺物の出土はない。

S X07B3 残存最大長10。 1+αmの大型の遺構である。遺構の西側はS X08に切られており、性

格な形状は不明である。東肩は東北方向に向かって延びている。当初自然の落ち込みの可能性も

考えたが、深さが0.15m程で、ほぼ直に立ち上がることから人工的な物と考えた。埋土は灰色土

で、遺物の出土はない。

S X08B3 幅3.5+α m、 深さ約0.2mの大型遺構である。西側は調査区外に延びている。埋土は

灰色上で、遺物の出土はない。
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C地区 (第 2図 )

C地区の金てがA地区より始まる沼状遺構にあたる。

D地区 (第 2図 )

自然流路や近代の遺構がほとんどである。濤や土坑などがあるが、遺物の出土はほとんどなく詳

細な時期は明らかではない。埋土から新しい時期のものであると判断できる。

S R02D3 幅 8m、 最深部の深さ約0.2mの 自然流路である。埋土は白色系の細かい砂層である。

遺物の出土はない。

S D06D3 幅 8+α m、 深さ約0.2mの濤である。東側はS R01に よって切られている。埋土は灰

色上である。遺物の出土はない。

S D07D3 幅0.6mの南側に行 く程不明瞭になる南北濤である。北側は調査区外に延びている。遺

物の出土はない。

S K08D3 長軸 0。 9+αm、 短軸0.8m、 深さ約0.lmを測る。南側は調査区外に延びる。埋土は灰

色上の単層で、陶器の細片が 1片出土している。

E地区 (第 2図 )

現代の水田関係の湿気抜きなどの攪乱が東側では多い。遺構の分布は希薄であり、古墳時代の上

器が少量包含層より出上している程度である。

S K09E3 長径2.Om、 短径0.65m、 深さ0.05mの土坑である。平面形は西側がやや内にくぼむ長

楕円形を呈する。埋土は褐色上である。須恵器の細片が微量出土している。

S K10E3 長径2.Om、 短径0.9m、 深さ約0.15mを測る。平面形はやや不定形気味の長楕円形で

ある。断面図はU字形を呈する。埋土は灰色上で、遺物の出土はない。

S X09E3 残存最大長2.85mを測る正方形あるいは長方形の遺構である。遺構の北西よりのとこ

ろに幅 lm程の落ちがある。埋土は三層あり、上層が暗褐色上で、落ちの部分が灰色粘質土とな

る。遺物の出土はない。

F地区 (図版■)

現行の小川に並行する管水路のうち東側の部分が相当する。遺構は少なく遺物の出土もない。

S Kll F3 長径0.58m、 短径0.3+α m、 深さ約0.02mの上坑である。平面形は楕円形になると考

えられる。埋土は暗褐色上で、遺物の出土はない。

S K12F3 長径1.32m、 短径0.3+α m、 深さ約0.02mの長楕円形の土坑である。北側は排水用の

濤で切られている。埋土は暗茶褐色上で、遺物の出土はない。

G地区 (図版■)

比較的多くの遺構と遺物が検出された。地区の中央付近では、完形の須恵器土師器の大型破片、

円筒埴輪片、ミニチュア土器が出上した 6世紀前半の濤や庄内式併行期の土器が出土した濤など

がある。

S D08F G3(図版 18・図版34)残存部の最大長が4。 8mを預よる。濤の西肩はトレンチに対して直
角にあるが、東肩はトレンチと並行気味に西肩の方に向かって延びている。 トレンチの幅が狭い
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ため確認できなかったが、西肩と東肩はつながっているようである。埋土は大きく三層に分かれ

ており、上 。中層からは土師器の甕の大型破片や細片が比較的多く出土している。下層からは 6

世紀前半代の完形の邪や円筒埴輪片、ミニチュア土器等の祭祀遺物、木製品等が出上した。遺構

の形状や出土遺物等から考えて埋没古墳の周濠の可能性もある。 ＼

S D09G3 S K13に切られる濤状遺構である。幅約0.3m、 深さ0.03mで、西北に向かって流れ

る。埋土は暗茶褐色上で、出土遺物はない。

S K13G3 長径0.8+α m、 短径0.6m、 深さ約0.15mの長楕円形の上坑である。埋土は暗茶褐色土

で須恵器等が多 く出上した。

S X10G3 幅0.22m、 深さ約0.lmの性格不明遺構である。埋上は暗茶褐色上で、土器の出土は無

かつた。調査区が狭いため不明遺構としたが、濤状遺構の可能性も否定できない。

S D19G3 幅0.7m、 深さ約0.2mの濤状遺構である。埋土は暗茶褐色上で、比較的多くの出土器

が出上した。

S R01G3 G区の西側にある沼状遺構である。埋土は灰黒色粘質上で多量の遺物が出上した。

2.出土遺物

今回報告する遺物はほとんどG地区より出上したものである。もっとも多くの遺物を出土した

S R01G3は弥生前期の上器から中世のおろしめ皿や天目茶碗までの多くの遺物を含んでいる。ま

た他の遺構からはおもに弥生時代末から庄内式併行期の上器が出土している。

S D08G3(図版19、 図版42・ 43)

土師器菱 (33～36)口径が24cm程度 とやや大きめで、回頸部で鋭 くくびれるもの (33)や 口径16～ 19

cm程度で、比較的くびれの弱いもの (34・ 35)がある。外面調整はいずれも刷毛目である。内面は削る

もの(33・ 34)と撫でるもの(35。 36)がある。33は最下層より出土。34～36は埋土上層より出土。

上師器lTH(37)口 径が9.5cmと 小型で、鋭 く外側に開く小さな口縁部をもつ。体部は浅い半楕円形

を呈す。最下層より出上。

土師器碗 (38・ 42)粗いつくりで、内面に輪積み痕が明瞭に残るもの (38)と 小型で比較的丁寧

なつくりのもの (42)がある。最下層より出土。

ミニュチア上器 (41)口径4.4cm、 器高4.7cmを 測る。丸みのある体部に若干外反する口縁部がつ

く。底部は平底気味の丸底を呈する。底面には木の葉痕がある。内面には 8 1nln程度の粘土紐を巻

き上げた痕跡を残す。最下層より出土。

須恵器邦蓋 (39)口 径 12cm、 器高4.2cmを 測る。体部はやや外側に開き、口縁部は尖る。天丼部の削

りは天丼部と体部の境付近まで行われる。 5世紀末から6世紀初頭ぐらいの時期になると考えら

れる。最下層より出土。

須恵器 lTH身 (40)口径■cm、 5。 2cmを測る。たちあがりは短 く直線的で、水平な受部をもつ。39の

郭蓋とセットになるものである。最下層より出土。

円筒埴輪 (43)外側に開き気味の口縁部片で、端部直下に凹線状のくばみをもつ。外面調整は刷

毛目調整。最下層より出土。
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剣形代 (44)金長47.4cm、 幅0.8cm～ 1.4cm、 厚さ0.8cm～ 1.2cmを測る。柄部は擬円形に彫り出し

ている。最下層より出土。

板状木製品 (45)残存長38.6cm、 残存幅9.6cmを測る。側面は直に加工されている。

S X05B3(図版19)

銅銭 (46)外径3.2cm、 内径0.6cmを預よる寛永通宝である。

S D10G3(図版19・ 20)

高郭脚柱 (47～49・ 61)郷部との接合部より大きく開きながら端部付近で若干 くびれる端部がつ

く。弥生時代後期終末から庄内式の時期が与えられる。

古式上師器養 (50)口縁部がやや外側に開く受口状口縁の甕である。磨滅が激しく調整は不明で

ある。

底部 (51)底径11.4cmを 測る平底の底部と考えられる。底面は厚 く1.2cmに も及ぶ。

脚柱 (52)郷部からゆるやかに開く脚部になると思われる。

S K13G3(図版20)

古式上師器秀 (52・ 53)所謂受口状口縁の上器であり、大きく口縁端部が外側に開く。52は 口縁

屈曲部には刺突列点文が、頸部には斜め方向の櫛状工具による刺突文がある。53は 口縁屈曲部よ

り直に立ち上がる端吉呂をもち、受部に 4イ固単位の刺突列点文が施される。国縁端部があまり外に

開かないことから弥生時代後期後半の上器と考えたほうが良いかもしれない。

高郭脚柱 (62)郭部からゆるやかに開く脚部がつくものと考えられる。内面は絞り技法。

S R01G3(図版20・ 21・ 図版43)

吉式上師器鶏 (54)所謂受口状口縁の甕で、頸部に刺突列点文をもつ。

土師器養 A(55・ 58・ 59)頸部でくの字にくびれ、日縁端部を面とりあるいは丸 く収めるもの。

55の端部は凹線状にくぼむ。

土師器養 B(56・ 57)頸部でくの字にくびれ、口縁端部が若干、内傾気味になるものである。57

は体部外面を刷毛目調整する。

弥生土師器菱 (76)弥生時代前期の体部片である。外面には3条 +αの箆拍沈線文を施す。

古代土師器菱 (60)口縁端面に竹管押圧形浮文をもつ。口縁内面にも円形浮文を貼りつけた痕跡

をのこす。器台の可能性もある。時期的にはやや古い弥生時代後期末になれるかもしれない。

古式土師器壷顕部 (74)口頸に Fハ』字状の竹管文を施すもの。

弥生土器壺 (75)弥生時代前期の壷の体部片で、 4条 +αの沈線をもつ。

弥生土器高lTH(73)口縁部で屈曲した後、外反して開く不部で、日径20.lcmを測る。屈曲した後

の外反度が強いことから、弥生時代後期でも終末の時期と考えられる。

高郭脚部 A(66・ 69。 70)脚柱より裾部でくびれて開くもの。69は外面箆磨き調整。内面は箆削

り調整。

高郭脚部 B(71・ 72・ 77)脚柱よりゆるやかに開く裾部をもつもの。71は外面調整は箆磨き、内

面は箆削り、77は外面刷毛目調整、内面箆削り調整。
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底部 (78・ 79)78は底径4.3cmで約0.8cmの焼成後の孔をもつ鉢の底部である。79は底面より大き

く直線的に開く底部で底径2.9cmを測る。

白磁 (80)底径6.7cmを測り、やや内湾気味に立ち上がる底部である。高台部の底面は削りにより

作り出している。

須恵器直口壺 (81)口径13.5cmで、直線的に開く口縁部をもつ。日縁部には2条の凸帯をもち、

その間には波状文を施す。

須恵器菱 (82)頸部でゆるやかにくびれた後、口縁部が大きく外反する。日縁部には、 2条の凸

帯と波状文を施す。日縁部には、 2条の凸帯と波状文を施す。口縁部端は欠損している。

中世陶器 (83)壷の肩部片である。外面には釉が塗付されている。

天目茶碗 (84)口径4.lcm、 残高5.6cmを測る。肩部で内側にくびれた後、ゆるやかに外反する口

縁部がつく。

須恵器高ITH脚部A(85)高邪の脚部でカキロをもたないもの。

須恵器高lTk脚部B(86)高不の脚部でカキロをもつもの。

須恵器無顕壼 (88)無頸壷の日縁部片である。

須恵器郭身 (87・ 89)貼 り付け高台をもつものであり、奈良時代のものと思われる。

甑把手 (90・ 91)90はほぼ真横にのびるタイプ、91なやや上側につくものである。

古式上師器壼 (92)壷形土器の体部片である。体部には上から廉状文風の刺突列点文、直線化し

た 4条一組の波状文、直線文が施されている。

瀬戸系おろしめ皿 (93)底面は糸切 り底である。

上金 (94)内傾する国縁部に小さな鍔部がつく。

磨製石斧 (95)全長9.8cm、 幅4.3cm、 重さ165gの砂岩系の石斧である。

須恵器菱胴部 (96～101)96は外面平行叩き、97・ 98は外面は斜格子目叩き、内面は同心円叩きを

行う。99は外面平行叩きの後掻き目。100は外面平行叩き、内面ナデ。101は外面平行叩きの後一

部なで消し。内面円弧叩きの後ナデ消し。

3.小 結

本調査区はA地区を除き調査地の最も北の東西方向の調査区である。その両端で S R02A3と SR

01G3と いう2か所の湿地状の部分を検出することができた。この 2つ の湿地状の部分を中心に遺

構の分布をみれば時期的な偏りが認められる。

S R02A3は土器もほとんど出上しておらず、僅かに中世の上師器が出上しただけである。さら

に周辺には中世から近世にかけての濤状遺構や性格不明遺構などが分布するものの、古墳時代の

遺構は全 くない。一方、S R01G3は弥生時代から中世まで多くの上器が包含されており、周辺に

は古墳の周濠の可能性のある濤や庄内併行期と考えられる時期の遺構など、時期的にやや古い時

期の遺構が分布している。

上器についてみれば弥生前期の上器を最古に中世まであり、特に庄内式併行期の時期や古墳時

代の上器が比較的多くある。                          (中 村 )
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第 7章 第 4調 査 区
工区の中央部および南西部に設定された調査区で、工事計画の支線

55道平行管水路、子守神社周環管水路、新草津川平行管水路西部にあ

たる。北から順にA地区～ C地区、また東から順にD地区、E地区と

称した。なおD地区の神社北側に位置する東西方向のトレンチについ

ては小ピット2個のみの検出であったため遺構図を省略した。

1.検出遺構 (第 3～ 4図、図版12～ 13、 35～ 38、 44～45)

A地区 (第 3図、図版35)

調査区の最も北側に位置するトレンチで、幅約1.lm、 長さ約60mを測

る。遺構検出面は黄白色粘質上、黄白色砂質土層あるいは灰黒色礫層

の上面で、標高は85.94m～86.13mを測る。

S R01A4 トレンチの南側で検出された河道状遺構で、B地区にまた

がって確認された。遺物は須恵器の不蓋、高郷、小重、土師器の高郭、

甕等の上器類のほか滑石製紡錘車も出上している。当該遺構は埋上の

堆積状況や出土する遺物の年代観等から、第 5ト レンチで検出された

S R01A5と 同一のものである可能′l■が高いと推定される。このことは

両地の延長線上の現水田面の高低差からも指摘される。

S X01A4 トレンチの南側で検出された遺構で、 S R01A4の 北側に

位置する。検出面からの深さは約 6 cm～ 7 cmを測り、埋土は灰褐色土

であった。出上した遺物には近世の陶器碗が 1点ある。

B地区 (図版 12、 35、 38)

子守神社の北東に位置するトレンチで、幅1.lm、 長さ約56mを測る。

遺構の検出面は責白色粘質土層の上面で、標高は85.80m～86.18mを

イよつゝる。 帯勲こ高 く】ヒにイ氏ヤゝ。

S D01B4 幅約1.lmの濤状遺構で、西側部分は灰色粘質上により攪

乱を受けている。埋土は暗茶褐色上で、検出面からの深さは約27cm～36

cm程度を測る。遺物の出土はなかった。

S D02B4 幅約75cmの濤状遺構で、検出面からの深さは約 9 cm～ 15cm

を測る。埋土は暗茶褐色粘質上で、遺物としては須恵器の不身、甕、

土師器の甕の小片等が出土している。

S K01B4 S R01B4の 南側で検出された上坑状遺構で、検出面では

幅2.4m～ 3mの滞状プランを呈すが、深さ約40cmの付近より下位では

円形に掘り込まれている。埋土は灰黒色系の粘質上で遺物としては須

恵器の不身、高不、土師器の甕胴部片および磨製石斧などが出土して
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おり、完形にちかい須恵器邪身は 7世紀を前後する時期のものであった。

S R01B4 トレンチの北側で検出された河道状遺構で、A地区にまたがって確認された。検出面

からの深さは、少なくとも1.5m以上をはかる。埋土は紫がかった灰黒色粘上で、遺物としては須

恵器の不蓋、イ身、甕などのほかに、中世の上師器皿の小片等が出上している。S R01A4と 同じ

理由で第 5ト レンチのS R01A5と 同一のものである可能性が指摘される。

S X01B4 S D02B4の南側で検出された性格不詳の遺構で、遺構内には木を組み合わせた構築

がなされていた。木組みの構築は直径約 8 cm程度の丸太材を用いたもので、遺構の底面に縦木 2

本を約40cmの間隔で杭として打ち込んだ後、それに横木 1本を渡し込んだものである。検出の範

囲が限られたため、その性格については明らかにし得ないが、おそらく土止めを意図としたもの

と推浪1さ れる。遺構の深さは約22cm程度で、全体に灰色系の粘土であった。出土した遺物には須

恵器の高不、甕や土師器の甕の小片が確認されたが、埋上の状況等を考慮すれば、必ずしもこれ

が遺構の所属年代を示しているとは考えにくい。

S X02B4 トレンチの南側で検出された長さ約9.5mにわたる性格不詳の遺構である。検出面か

らの深さは約5cm～17cmで南側でやや深い。埋土は暗茶褐色粘質上の単層で、出土した遺物には須

恵器や土師器の小型品が多く見られた。須恵器には完成品が多く、いずれについても6世紀を前

後する古式の様相を呈すものであった。

C地区 (図版12、 36)

子守神社の東側に位置するトレンチで、幅約1.lm、 長さ約70mを測る。遺構検出面は褐色を帯び

た黄白色粘質土層の上面で、標高は85,85m～86.14mを 測る。

S D01C4 約74cmの濤状遺構で、検出面からの深さ約10cmを測る。埋土は暗茶褐色粘質上で、須

恵器の不蓋や土師器の甕小片等が出上している。

S D02C4 幅約52cmの濤状遺構である。検出面からの深さは約 5 cm～ 17cmで、底面には顕著な凹

凸がみられる。埋土は暗茶褐色粘質土で、遺物としては須恵器の郷身の小片等が出上している。

S D03C4 幅約1.4mに わたって検出された濤状の遺構で、検出面からの深さは約10cmを測る。埋

土は暗茶褐色粘質上で、遺物の出土はなかった。

S D04C4 幅約8.3mを はかる濤状遺構である。検出面からの深さは中央部で約60cmを測るが、濤

の南北両側はテラス状に浅 くなっており、南側で約27cm、 北側で約32cmを測る。埋土はほぼ全体

に暗茶褐色土であったが、中央部の下層はくすんだ青灰色上であった。第 2調査区C地区のSD
08C5に連続するものの可能性がある。遺物としては須恵器の不身や上師器の把手付き甕片等がみ

られたが、その多くは南狽1のテラス状に浅 くなっている部分から出上した。

S D05C4 幅約80cmの濤状遺構で、検出面からの深さは約10cmを測る。埋土は暗茶褐色土で、遺

物の出土はなかった。

S D08C4 幅約1.4mの濤状遺構で、検出面からの深さは約10cmを測る。埋土は暗茶褐色粘質土

で、遺物の出土はなかった。

S D07C4 トレンチの南側で検出された幅約1.lm～ 1.3mの濤状遺構で、検出面からの深さは約
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5 cmを測る。埋土は暗茶褐色上で、遺物の出土はなかった。

S K01C4 直径約 lmの土坑状の遺構で、検出面からの深さは約46cmを はかる。埋土は暗茶褐色

上で、出土した遺物には古式上師器の高不、壺、甕などがある。同時に投棄されたことは証明で

きないが、大部分は底部からまとまって出上したことから、一括性の高い遺物と推定される。

S X01C4 幅約1.6mに わたって検出された性格不詳の遺構で、検出面からの深さは西側で約13

側、東側で約 7 cmを はかる。東側はテラス状で浅い。埋土は全体に暗茶褐色粘質上で東西両側で

の顕著な土質の差は認められなかった。出上した遺物には土師器の甕小片がみられたにすぎない。

S X02C4 幅約44硼以上、深さ約 7帥の性格不明の遺構で、埋土は暗茶褐色粘質土であった。東

側は灰色上で埋まることから攪乱を受けているものと推定される。遺物の出土はなかった。

S X03C4 不整形な性格不明の遺構で、深さは約 3側を測る。北西部分は円形を呈しており、他

よりさらに約13側程度落ち込み、検出面からの深さは約16cmを測る。遺物は落ち込み部分の底面

に接して須恵器の邪蓋の完形品が出上しているほか、土師器の甕片等もみられた。遺構の所属年

代は完形品の須恵器の年代観から概ね 6世紀を前後する時期が想定される。

S X04C4 幅約4.2mにわたって検出された性格不詳の遺構で、検出面からの深さは約10cmを測

る。埋土は暗茶褐色粘質上で、遺物としては須恵器の不身や上師器の甕片等が出上している。

S X05C4 トレンチの南端で検出された遺構で、検出面からの深さは 7 cm～ 10cmを はかる。埋土

は暗茶褐色粘質上で、遺物には須恵器の不身や土師器の甕片がみられ、時期的にはおおむね 6世

紀を示すものであつた。

D地区 (第 4図、図版13、 37)

神社の北側および西側に位置するトレンチで、幅約1.lm、 長さ約■5mを測る。遺構の検出面はや

やくすんだ黄白色粘質土層の上面を基調とするが、北側の一部ではその下層にあたる黒褐色礫層

の上面となる。検出面の標高は85.68m～86.30mを 測り、北側と南側で高 く、中央部がもっとも低

S D01 D4 幅約75cmの濤状遺構で、検出面からの深さは約20cmを測る。遺構内の底面には直径約

20cm、 深さ約30cmの ピット状遺構がある。埋土はいずれについても暗茶褐色土で、須恵器の郭身

や土師器の甕片等が出上している。

S D02D4 幅約3.9mの濤状遺構で、検出面からの深さは約30cmを測るが、北側はテラス状でやや

浅い。埋土は全体に灰褐色土だが、最上層にのみ黄白色粘質上の薄い層が見られた。遺構の廃絶

後、埋め立てられている可能性がある。出上した遺物には須恵器の不身や土師器片、石錘等のほ

か、近世の陶器片がみられる。量的には前者が多く、後者が少ない。

S D03D4 幅約62cmの濤状遺構で、検出面からの深さは約12側を測る。埋土は灰褐色土である。

出上した遺物には須恵器の不身や不蓋、土師器の甕片等がみられる。

S D04D4 深さ約40cm前後の濤状遺構で、長さ約16mにわたって検出された。埋土はくすんだ灰

色土で、出上した遺物には近世初期の陶器類が多く見られた。須恵器や土師器の小片も出土した

が混入品の可能性が高い。
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S D03D4 幅約60側の濤状遺構で、検出面からの深さは約6cm～10cmを測る。 S D06D4と 同様、

断面形状は緩やかなレンズ状を呈し、埋土は遺構ベースの黄白色粘質上をブロック状に含む暗茶

褐色土であった。出上した遺物には須恵器の不身や土師器の甕片等がみられる。

S D05D4 深さ約40cm前後の濤状遺構で、検出面からの深さは約20cmを浪よる。遺構内の底面には

直径約20cm、 深さ約30cmの ピット状遺構がみられる。埋土はいずれについても暗茶褐色上で、須

恵器の邦身や土師器の甕片が出上している。

S D06D4 幅約50cm～65cmの濤状遺構で、断面形状は緩やかなレンズ状を呈す。埋土は暗茶褐色
土を基調とするが、遺構ベースの責白色粘質上がブロック状の混入を見せている。遺物の出土も

なく、検出面からの深さも約5cm程度と浅い。

S X01D4 最大幅約2.6cmに わたって検出された。埋上には全体に耕作上の混入がみられた。遺

物には須恵器の邪身や甕、土師器の甕片等が少量みられる。

S X02D4 最大幅約1.5mに わたって検出された。埋土は灰色かかった淡い褐色上で、きわめて堅

く締まっていた。風倒木の可能性が高い。

S X03D4 幅約2.3mにわたって検出された性格不詳の遺構で、検出面からの深さは約40cmを測

る。埋土は灰褐色上で、出上した遺物には須恵器の郭身、土師器の高邪、甕片等がある。

S X04D4 S X05D4の北側で検出された長方形状の平面プランを有す遺構で、短辺が約40cm

～60cm、 長辺が約1.lm～ 1.3m、 深さが約25cmを測る。埋土は暗茶褐色上で、須恵器の不蓋、土師

器の高イ等が出上している。

S X05D4 平面プランが方形を呈す遺構で、短辺が約50cm、 長辺が約65cm、 深さが約50cmを測
る。埋土は暗茶褐色上で、出上した遺物には須恵器の邪身、甕、土師器の高邦、甕片等が見られ

た。

S XOGD4 トレンチの南端で検出された性格不詳の遺構で、検出面からの深さは北側がテラス状
で約5cmと 浅いが、最深部では約20cmを測る。埋土は暗茶褐色上で、出上した遺物には須恵器の邪

身や甕片、土師器の甕片等がみられた。

E地区 (図版 13、 37、 38)

神社の西側に位置する新草津川平行の管水路計画箇所にあたり、幅約1.lm、 長さ約71mを測る。

遺構の検出面は黄白色粘質土層の上面で、標高は86.06m～85.68mを はかる。なおS P01E4付近

より西側では灰黒粘質上の堆積がみられたことから、この部分は沼などの低湿地と推定された。

この部分については、埋土とみられる灰黒色粘質土層を除去したところ、青灰色粘質土層がみら

れたため、この上面で遺構の検出をはかった。

S D01E4 幅約2.8mの濤状遺構で、検出面からの深さは約70cmを測る。埋土はくすんだ青灰色粘

上で木葉などが出土したが、人工の遺物の出土はなかった。

S D02E4 幅約34cmの濤状遺構で、検出面からの深さは約20cmを測る。埋土は淡く緑かかった灰

黒色粘質上で、遺物の出土はなかった。

S K01E4 検出された部分から推定すると、直径約1.2mの円形を呈した土坑状遺構とみられる。

-19-



検出面からの最大深度は約70cmを測り、素掘りである。埋土は灰黒色粘質上で、遺物の出土はな

かった。

S K02E4 検出された部分から推定すると、直径約1.7m～ 1.9mの円形を呈した土坑状遺構と推

定される。検出面からの最大深度は約57cmを測り、素掘りである。埋土は灰黒色粘質土で、出土

した遺物には須恵器の甕、上師器の甕片等がある。

S K03E4 検出された部分から推定すると、直径約2.lm～2.3mの円形を呈した上坑状遺構と推

定される。検出面からの最大深度は約85cmを測り、素掘りである。埋土は灰黒色粘質土で、遺物

の出土はなかった。

S X01E4 1.9m～ 2.6mの幅で検出された性検不詳の遺構で、検出面からの深さは約50cmを測

る。埋土は全体に灰黒色を呈し、遺物の出土はなかった。

2.出土遺物 (図版22～ 24、 44～45)

A地区 (図版22、 44)

河道状遺構のほかは、遺物の出上が稀薄であった。A地区のS R01B4と B地区のS R01B2は 連

続する遺構であるため、ここではあわせて報告しておく。

S X01A4出 土遺物 (102/図版22)

陶器碗 (102):見込みに淡い緑色釉のかかる高台径4.lcmの陶器碗である。高台は削り出されてお

り、その内側には「十」状の墨書がある。焼成は堅緻で、見込み中央には円形に砂が熔着してい

る。砂を「焼き台」として使用したものと推定される。

S R01A～ B4出土遺物 (102～ 112、 ■7/図版22、 44)

須恵器郭 (■7):天丼部と体部との境界に退化した稜線をもつ。焼成は堅緻で、色調は青灰色を

呈し、胎上には長石粒が目立つ。B地区狽1よ り出土した。

須恵器高lTH(108):裾部外面に凸帯と櫛描きによる波状文をもつ。焼成は堅緻で灰色を呈す。胎

上には多量の微細な長石粒が含まれる。▲地区側より出上した。

須恵器甦 (105～106):(105)は顕部、 (106)は体部であり、いずれも甦の破片と推定される。

(105)の外面には凸帯と櫛描きによる波状文が観察される。焼成は堅緻で青灰色を呈す。胎土に

は多量の微細な長石粒が観察される。 (106)の 外面には櫛描きの波状文と沈線が観察される。明

瞭ではないが、その下部は横位のヘラケズリ状調整が施されている可能性がある。胎土には微細

な長石が目立ち、表面には黒色粒も認められる。焼成は堅緻で表面は青灰色を呈すが、断面はセ

ピア色である。いずれもA地区側より出上した。

須恵器菱 (107、 109～■2):(■ 0～ 112)は A地区側より、 (107、 109)は B地区側より出上し

た。 (107)は口縁部片であり、外面には櫛描きの波状文が 2帯施され、その下部にはそれぞれ 2

条 1対の凸帯が観察される。また内面にはヘラの先端で引かれた不規則な沈線が認められる。焼

成は堅緻で、色調は表面が青灰色、断面がセピア色を呈す。胎上には微細な長石粒を多量に含ん

でいる。 (109～ 112)は体部片であり、いずれについても外面には木目に直交する平行線を刻んだ

叩き板の痕跡をとどめている。(109)は 内面に同心円文当具痕をそのまま残し、 (110～112)につ
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いては、ナデにより不完全ながら消去している。 (111～ 112)は外面を叩き締めた後、さらにカキ

メ調整をおこなっている。焼成はいずれも堅緻であるが、 (109)は青灰色、 (110)は表面が灰色、

断面がセピア色、 (111)は橙色、 (112)は灰色を呈している。胎上にはいずれも微細な長石粒を

多量に含んでいる。

紡錘車 (104):滑石製の紡錘車で、上面径1.7cm、 下面径3.6cm、 高さ1.3cm、 孔径0.5cm、 重さ20

gを はかる。側面は縦位に、下面は多方向から細かく削られている。石材の色調は濃緑色である。

土師器皿 (103):口 縁部 1段ナデ手法の土師器皿で、日縁外端は押しナデによる面をもつ。口径

8.lcm、 器高1.3cmを測る。淡い褐色で胎土は精良である。B地区側より出土した。

B地区 (113～ 115、 135～ 138/図版22、 44～ 45)

S X02B4よ り古式の須恵器等が多数出上した。 S R01B4出 土遺物については連続する遺構であ

るためA地区のS R01A4と あわせて報告している (前項参照)。

S K01B4出 土遺物 (■3～■5/図版22、 44)

須恵器 ITH身 (113):口 径9.9cm、 器高3.2cmの邪身である。底部には厚 く自然釉の付着がみられる

が、約1/2をヘラズリしているようである。また底部の中心を通るようにして「―」状のヘラ記号

が認められる。焼成は堅緻で灰色を呈し、胎上には長石粒がほとんど見られない。

須恵器高lTt(■ 4):短脚 1段の方形 4方透かしの高不である。焼成は堅緻で青灰色を呈す。胎土

は微細な長石粒が目立つ。

磨製石斧 (115):長さ8.7cm、 刃部幅4.6cm、 厚さ1.25cmの磨製石斧で、重さは68gを量る。にぶい

灰色のきめ細かな石材をもちいる。

S X02B4出 土遺物 (135～138/図版23、 45)

須恵器lTH董 (137～138):(137)|ま 口径12.2cm、 器高5.lcm、 (138)は口径12cm、 器高4.7cmを は

かる。いずれについても半球形の天丼部をもつが、体部と天丼部の境界の稜線は、 (137)が細身

でシャープなのに対し (138)イま太 くて鈍い。同様に (137)とま口縁内端に明瞭な凹線を有すのに

対し、 (138)に はそれがなく、法量も小振りで器壁も薄い。ロクロの回転方向は (137)が時計回

り、 (138)は反時計回りである。焼成はいずれも堅緻で青灰色を呈し、胎土には微細な長石粒が

目立つ。

須恵器lTk身 (139～ 141):口径10。 3cm～ 10.9cm、 器高は (140)が4.7cmを 測る。口縁の立ち上がり

は長 く、受部から直立的にたちあがり、内端には明瞭な凹線が認められる。底面は接地面が大き

い半球形状で、約2/3程度をヘラケズリ調整する。胎土は微細な長石粒を多量に含み、堅緻に焼成

され、表面は青灰色、断面はセピア色を呈す。ロクロの回転方向については、少なくとも (140)

が反時計回りである。

須恵器高rTh蓋 (135～136):い ずれも半球形の天丼部をもち、その中央には宝珠形のつまみを有

す。天丼部と体部の境界になる稜線は (136)が細身でシャープ、 (137)は太 くて鈍い。宝珠つま

みは (135)が内凸、 (136)は内凹であり、天丼部はいずれも約1/2を回転ヘラケズリする。法量

は (135)が 口径12.lcm、 器高5,3cm、 (136)が 口径11.8cm、 器高5.Ocmを はかり、 (136)は小振り
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で器壁も薄い。ロクロの回転方向は (135)が反時計回り、 (186)が時計回りである。焼成はいず

れも堅緻であり、胎土には微細な長石粒を多量に含む。 (136)の 色調は青灰色。 (135)は灰色で

表面には多 くの黒色粒が観察される。

須恵器高郭 (142～ 146):(142)|ま無蓋の郷部で、口径は14.9cmを はかり、脚部は短脚の方形 4

方透かしと推定される。器壁の薄い口縁部は外方に開き、体部の外面には2条 1対の凸帯とその

下部に櫛描きの波状文を有す。ロクロの回転は反時計回りで、底部の約1/3程度をヘラケズリす

る。(143、 146)は有蓋の不部で、(146)は当該遺構の埋土と推定される排土中より採集した。(143)

は日径■ .2cmを測り、脚部は短脚の方形 3方透かしと推定される。口縁の立ち上がりが長 く、受

け部から直立的にたちあがり、内端には明瞭な凹線をもつ。ロクロの回転は時計回りで、約4/5程

度を回転ヘラケズリする。 (146)は口径11.4cmで、脚部は長脚の方形 3方透かしと推定される。

日縁部の立ち上がりは短 く内傾しており、受部から鈍角的にたちあがる。郭部は扁平で、 (143)

の約1/2程度の器高しかない。ロクロの回転方向は (143)に ついては時計回りであり、 (143)の

底部の約4/5、 (146)の約1/2がヘラケズリされている。 (144、 145)は脚部であり、 (144)は短脚

1段の円形 3方透かしで、底径は8.9cmを はかる。 (145)は短脚 1段の方形 4方透かしを有し、外

面にはカキロが施される。胎土は (146)が緻密な砂質であるほかは、すべて多量に微細な長石を

含むものである。焼成はいずれも堅緻で、 (143、 145)の 断面がセピア色のほかはすべて灰色～青

灰色である。

須恵器養 (147～ 150):(147)イま口縁部片で、外面には 1条の凸帯があり、その下部には櫛描き

の波状文が施される。 (148～ 150)は体部片で、外面には木目に直交する平行線文叩きを実施した

のち、横位のカキロ調整をおこなっている。内面については本来いずれも同心円文の董具痕を残

していたものと推定されるが、 (150)を 除いて完全に無文化されている。胎土は微細な長石を多

量に含み、焼成は堅緻で表面は青灰色、断面はセピア色を呈す。

土師器高ITH(151～ 154):い ずれも磨耗がはげしく、細部の調整については明瞭でない。(154)は

透かしをもたない脚部で、底径は8.5cmを はかり、 (153)の脚柱内面には絞り目が観察される。粘

上のあわせめ等から不部と脚部の接合は、脚部の内側から粘上を詰め込んでおこなわれていると

推定される。焼成はいずれもあまく、色調は淡い褐色～茶褐色を呈している。胎土は (154)が小

礫を含んで粗いが、その他はいずれも精良な粘土質である。

上師器碗 (155):口 径12.lcm、 器高5。 4cmを測る。体部は半球形状を呈し、日縁端部はわずかに内

傾している。磨耗がはげしく細部の調整等については明瞭でない。胎土は多くの小礫を含んで粗

い。堅緻に焼成され橙色を呈す。

上師器壺 (156):口 径12cmを測 り、器高は 8 cm強 と推定される。口縁部は短 く外方に開き、体部

は横につぶれた球形状で、器壁の厚い底部 とは明瞭な段により区別される。磨耗がはげしく細部

の調整等については明瞭でないが、体部の内面にはハケロ状の痕跡が、外面には横位のミガキ状

の痕跡がわずかながらも認められる。胎土は精良な粘土質で、高郭 (151～153)に類似する。堅

緻に焼成され、橙色を呈す。
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土師器菱 (157～158):(157)イま器壁が厚 くて日縁端部に面をもち、 (158)は器壁が薄 くて口縁

端部は鋭角的である。いずれも磨耗がはげしいが、 (157)の体部にはハケロ調整および粘土紐の

痕跡が観察される。胎土は小礫を含んで粗 く、灰褐色を呈す。

C地区 (■ 6、 118～128/図版22、 44)

おもに古墳時代の前期から古墳時代の中期に至るまでの遺物が出上したが、弥生時代前期の上器

も認められた。

S P01C4出 土遺物 (121/図版22)

弥生土器壺 (121):壼体部の小片で、外面には4条 1組の沈線文が認められ、その上下両側には

直径約 511mの竹管文が観察される。沈線文はヘラ描きで、一本いっぽん別べつに施文されている

可能性が高い。内面はナデにより調整されているが、粘土紐の痕跡が残る。焼成は堅緻で淡い褐

色を呈し、胎土は小礫を含んで粗い。

S K01C4出 土遺物 (122～128/図版22、 44)

土師器養 (122～ 125):受口状の回縁をもち、 (122)で口径16cmを測る。器壁は磨耗しているが、

少なくとも残部については全面ナデ調整のようである。焼成は堅緻で灰椅色を呈し、胎土は小礫

を含んで粗い。

土師器壷 (128):頸部の径は6.lcmで ある。胎上、焼成ともに (127)イこ酷似し、胎土はきわめて

精良で、全体に精製品の印象を与える。焼成は堅緻で、淡い橙色を呈す。磨耗がはげしく、細部

の調整等については明らかでない。

土師器鉢 (127):受口状の口縁をもった鉢形の上器で、日径は14.5cm程度である。示した図では

口縁端部が推定になっているが、これは別に存在する同一個体の口縁端部片に基づく推定である。

焼成は堅緻で淡い橙色を呈すが、口縁の端部付近は部分的に黒色化している。胎土は (126)に酷

似してきわめて精良である。

S X03C4出 土遺物 (116/図版22、 44)

須恵器lTk(■6):口径12.3cm、 器高4.lcmの邪蓋で、体部と口縁部の境界には明瞭な稜線を有し、

口縁内部には凹線をもつ。天丼部は馬平な半球形状を呈し、天丼部の約4/5については、時計回り

のロクロによる回転ヘラケズリをおこなう。胎土は微細な長石粒を多量に含み、焼成は堅緻でお

おむね青灰色を呈すが、セピア色の部分も目立つ。

S X04C4出 土遺物 (120/図版22)

須恵器 ITh i口縁の立ち上がりが長 く、日縁の内端に凹線をもつ邪身で、口縁端部は外方に引き出

すようなかたちとなる。器壁は厚 く、天丼部には回転ヘラケズリを施す。焼成は堅緻で灰色を呈

し、胎上には微細な長石粒を多量に含んでいる。

S X05C4出 土遺物 (118～■9/図版22)

須恵器郭 (118～■9):いずれも口縁の立ち上がりが長 く、口縁の内端には明瞭な凹線をもつ。

(118)については口径10.2cmを 測る。胎上には多量の長石を含み、焼成は堅緻で灰色～青灰色を

呈すが、 (118)の断面はセピア色である。
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D地区 (図版24、 44)

S D04D4を はじめとして、中 。近世の遺物の出上が多かった。

排土採集遺物 (159～160/図版24)

須恵器郭董 (159～ 160):天丼部と体部の境界に明瞭な稜線を有す器壁の薄い邪蓋で、国縁部は外

方に張りだし、その内端には明瞭な凹線をもつ。天丼部は境界の稜線ちかくまで回転ヘラケズリ

されている。胎上には微細な長石粒を多量に含み、焼成は堅緻で灰色を呈す。

S D02D4出 土遺物 (162、 166、 168～ 169、 173～ 176、 186/図版24、 44)

須恵器郭董 (162):体部と天丼部との境界に太い稜線を有す器壁の厚い郷蓋で、口縁内端にはわ

ずかな凹線をもつ。天丼部は回転ヘラケズリされている。胎土には微細な長石粒を含み、器壁に

は黒色粒が浮き出ている。焼成は堅緻で、灰色を呈す。

須恵器郭身 (166):小振りの不身で、口縁の立ち上がりも受部も短い。焼成は堅緻で青灰色を呈

し、胎土には微細な長石粒が多量に含まれている。

須恵器姿 (168～ 169):いずれも外面には、木目に直交して平行線の彫られる叩き板の痕跡を残

し、内面はナデにより無文化されている。焼成はいずれも堅緻で、表面は青灰色、断面はセピア

色を呈している。胎上には微細な長石粒が多量に含まれている。

土師器壼 (174):底径4.5cmを はかる内凹の底部片である。焼成は堅緻で褐色を呈すが、外面の約

1/2は黒色化している。胎上には小礫を多量に含んでいる。

礫石錘 (173):褐色をおびた灰色の砂岩系の礫を用い、両端を打ち欠いて作られている。長さ8.2

cm、 幅5。 5cm、 厚さ1.lcm、 重さは120gを はかる。

陶器楯鉢 (175～ 176):(175)イま原体 5条の括目が密に施されるもので、堅緻に焼成され橙色を

呈している。 (176)は原体 4条の播目をまばらに施すもので、堅緻に焼成され、灰色を呈してい

る。内面には信目が消えかかるほどの使用痕が観察される。 (175)の 胎上には長石礫が日立つの

に対し、 (176)に は礫等の混入が少ない。

陶器甕 (186):内外面ともにナデ調整をおこなう口縁部片で、胎上、焼成ともに播外 (175)に 酷

似している。

S D04D4出 土遺物 (177～ 185、 187～193/図版24)

須恵器菱 (178～184):(178～ 179)は頸部片で、 (178)の外面には2条 1対の凸帯の間に、同じ

く2条 1対の櫛描き波状文が観察される。 (179)は体部の内面に同心円文の当具痕をそのまま残

すもので、外面の口縁端部に近い箇所には横位のカキロ調整を施している。いずれも堅緻に焼成

され、セピア色の箇所が目立つ。 (180～184)は体部片であり、いずれについても外面には、木目

に直交する平行線文を彫り込んだ叩き板の痕跡を残している。外面については (180～182)が同

心円文をそのまま残すほかは、他の全てがナデにより消去されている。 (182～184)の外面には横

位のカキロ調整が観察される。いずれも焼成は堅緻で、灰色～青灰色を呈すが、(180、 183～184)

の断面および外面の一部はセピア色である。

土師器壷 (177):接着面の小さい底部をもつ。器壁は磨耗していて、細部の調整等については明
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らかでない。胎土には小礫を多量に含む。

陶器皿 (185):口 径11.5cm、 高台径 6 cm、 器高2.5cmを測る。日縁端部はほぼ水平に外方に引き出

されたのち上方に屈曲し、受口状の形状を示す。体部の内面には丸彫りがみられ、内面見込みは

露胎で墨痕がのこるほかは、全体に淡緑色の灰釉が施されている。焼成は堅緻で、胎土は緻密で

堅い。

陶器指鉢 (188～191):(188)は 内面の播目がきわめて密に施される。 (190～191)は播目がまば

らで (190)の原体は4条、 (191)は使用により播目が消えかかっている。 (189)に は播目がない

が、少片であることを考慮すれば、捏鉢もしくはまばらな播目の播鉢と推定される。焼成はいず

れも堅緻だが、(188)が くすんだセピア色で胎土に礫等をほとんど含まないのに対し、(189～ 191)

は褐色で多量の長石礫が認められる。

陶器養 (187、 192):(187)は逆 L字状に口縁を作るものである。焼成は堅緻で、胎上には礫等

をほとんど含まず精良である。 (192)は底部外面に木目痕 (亀板 ?)が残る。焼成は堅緻で、胎

上には長石礫が目立つ。

丸瓦 (193):玉縁の丸瓦で、凹面には粘土板の糸切り痕と布目が観察される。凸面については無

文化されている。瓦質に焼成され表面は黒色、断面は灰色を呈す。

S X01 D4出 土遺物 (163、 167/図版24)

須恵器郭身(163):天丼部の約1/2程度を回転ヘラケズリする郭身である。焼成は堅緻で、青灰色

を呈し、胎上には多量の長石粒が含まれる。

須恵器略(167):外面には 2条の凸帯をもち、その上下両側に櫛描きの波状文が施される。略の頸

部と推定される。堅緻に焼成され青灰色を呈し、胎土には多量の長石粒が含まれる。

S X03D4出 土遺物 (161、 170～171/図版24)

須恵器郭董 (161):天丼部と体部との境界にわずかながらも稜線をとどめるイ蓋で、天丼部は反

時計回りのロクロにより稜線ちかくまで回転ヘラケズリ・されている。堅緻に焼成され、灰色を呈

し、胎上には多量の長石粒が含まれている。

須恵器養 (170～171):い ずれも外面には木目に直交する平行線文の叩き締めを施したのち、横位

のカキロ調整をおこなっている。内面には同心円文の当具痕をそのまま残している。胎土には微

細な長石粒を多量に含み、堅緻に焼成され青灰色を呈している。

S X05D4出 土遺物 (164/図版24)

須恵器 ITH身 (164):口 縁の立ち上がりは受部から直立的にたちあがり、底部は反時計回りのロク

ロによる回転ヘラケズリで調整している。胎上には微細な長石粒を多量に含み、堅緻に焼成され

青灰色を呈す。

S X06D4出 土遺物 (165、 172/図版24)

須恵器 lTk身 (165):口 縁の立ち上がりは受部から直立的に立ち上がり、底部には反時計回りのロ

クロによる回転ヘラケズリをおこなう。焼成は堅緻で青灰色を呈し、胎土には微細な長石粒を多

量に含む。
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須恵器菱 (172):外面には木目に直交する平行線文を刻んだ叩き板の痕跡を残し、内面には同心

円文の当具痕をそのまま残している。胎上には微細な長石粒を多量に含み、焼成は堅緻で表面は

青灰色、断面はセピア色を呈している。

E地区 (図版22)

遺物の出土量は概して少なく、広範にわたって確認された沼地状の堆積にも遺物はほとんど包含

されていなかった。

S K02E4(133～ 134/図版22)

須恵器肥手付甕 (133):二等辺三角形状の把手を貼り付けられた甕で、内面には同心円文の当具

痕を残す。外面には回転を利用しないハケロ調整が施され、叩き締めの痕跡はまったく認められ

ない。当具の使われたことは確実なので、叩き締め痕は完全に消去されたものと推定されるが、

器面の観察のみからはもともと叩き締めがおこなわれていない可能性も否定できない。胎土は他

の須恵器と比較して精良で、微細な長石粒はほとんど含まず、小礫がまばらに観察される程度で

ある。一見して「土師器」の印象を受けるもので、須恵器としてはややあまく焼成され、灰褐色

を呈している。

上師器壺 (134):外面に縦位のハケロをほどこしたのち、外方に開く口縁端部に強いナデを施し

ている。焼成は堅緻で全体に灰褐色を呈すが、口縁端部には煮こばれ状のススが付着している。

胎土は小礫が目立ち粗い。

3.′卜 結

当該調査区では遺構密度は比較的高かったが、B地区およびC地区において顕著にみられたよ

うに遺構内の深さの浅いものがきわめて多かった。これらのなかには底面に接して完形に近い遺

物の出上したものも目立ったことから、本来の掘り込み面からは、大きく削平を受けている可能

性が推定される。これらの遺構は、出上した遺物からみると、おおむね古墳時代の前期から中期

にかけてのものが多いが、神社西側のD地区においては近世初期の濤状遺構等も認められた。ま

た少量ではあるが、弥生時代の土器、それに縄文時代に多く見受けられる礫石錘等も確認された。

(北村 )

第 8章 第 5調 査 区
工区の西部に設定された調査区で、工事計画の支線62号排水路およびそれ以西の管水路計画箇

所にあたる。便宜的に排水路計画箇所をA地区とし、管水路計画個所につては東西方向のトレン

チをB地区、南北方向の浜街道沿いのトレンチをC地区とした。

1.検出遺構 (図版14～ 15、 39～40)

A地区 (図版14～ 15、 39～40)

支線62号排水路の計画箇所にあたり、幅約 2m、 長さ約195mを測る。遺構の検出面は黄白色粘質

土層の上面で、標高は85.85cm～ 86.15cmの耕土直下に位置している。おもに古墳時代の遺構が検
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出されたが、現代を最新とする各種の「湿気抜き」や攪乱も随所で見られ、遺構の遺存状況はよ

くない。なお調査区南部の現水路以南の地区については、第 4調査区のE地区西側で検出された

沼状低湿地の連続箇所が検出されている。

S A01A5 直径約40cm～60cmの隅丸方形状の柱列群で、西側の 1群と東側の 1群の、少なくとも

2時期の重複があるものと推定される。いずれも南北 2間以上で、柱痕の明確に検出されるもの

のあったことから、東西方向にのびて掘立柱建物になる可能性が指摘される。西側の柱列からは、

土師器の甕体部片が少量出上したが、小破片で時期等を特定できるものではない。

S D01A5 S R01A5の底面で検出された幅約70cmの濤状遺構である。埋土は淡い灰黒色粘質土

で、S R01A5の埋土とは区別しがたいほど酷似していた。検出面からの深さは約14cmを測り、土

師器壷等が出上した。

S D02～04A5 S X01A5の南側で検出された幅約20cm～ 50cm、 深さ約 4 cm～ 6 cmの濤状遺構で、

埋土は灰色粘質上であった。遺物の出土はないが、中世の遺物を出土するS X01A5を 切って形成

されていることから、それより時代の降ることは確実であり、染付碗を出土したS D06A5と は規

模、埋上の状況、方位等の近似することから、これと同時期で近世以降のものである可能性が高

S D05A5 幅約74cm、深さ約10cmの濤状遺構である。幅は広いが、埋土は灰色粘質上で S D01～02

A5と 類似する。須恵器や土師器の小片が出上した。

S D06A5 幅約40cm、 深さ約 7 cmの濤状遺構である。埋土はS D02～05A5等 と類似する灰色粘

質上で、染付けの碗が出土している。

S D07～ 1l A5 幅約34cm～ 50cm、 深さ約 6 cm～ 10cmの濤状遺構である。北側のS D07A5を 除い

て、中心間距離が約1,lmの等間隔でならぶ。埋土はいずれも、灰色粘質上で、S D02～06A5と は

規模、方位等ともに類似する。遺構の形成はS D06A5で出上した染付け碗の時期である可能性が

高い。

S D12A5 幅約32cm、 深さ約 5 cmの濤状遺構で、埋土は暗茶褐色粘質土であった。土師器の高不

脚部片が出土している。

S D13A5 幅約72cm、 深さ約18cmの濤状遺構である。埋土は緑かかった灰黒色粘質上で、遺物の

出土はなかった。

S K01A3 タマゴ形の平面プランを呈した土坑状遺構である。検出面では長径約2.7m、 推定短径

約2.lmを測るが、約50cm掘 り込んだところで、直径約 lm程度の円形となり、全体の深さは約 1

mあ る。埋土は大きく3層にわかれ、上層は多量の土器細片を包含した暗茶褐色粘質上で、中層は

黒茶褐色粘質上、下層は青灰色粘上のブロックを含んだ黒灰褐色粘質上であった。遺物としては、

6世紀後半から7世紀前半にかけての須恵器邪身、邪蓋、高不、横瓶、甕等、土師器の小壺、土

玉等がある。またフイゴの羽日の出上したことは注目される。

S K02A5 直径約 lm、 深さ約33cmの土坑状遺構で、北側はテラス状を呈し深さ約20cmと浅 くな

っている。埋土は暗茶褐色粘質土で、把手付き甕の把手破片等が出上した。
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S K03A5 直径約74cm、 深さ約■cmの上坑状遺構である。底面のほぼ中央には、直径約14cmの小

ピットがある。埋土は暗茶褐色上で、出上した遺物には須恵器の高不、土師器の高邪、把手付き

甕の把手破片等がある。

S R01A5 トレンチの北端で検出された遺構で、等 4調査区で確認された河道状遺構に連続する

ものと推測される。検出面からの深さは少なくとも90cm以上を測り、埋土は灰黒色系の粘質上で

ある。出上した遺物は弥生時代から古墳時代までの上器類を中心とするが、玉縁白磁碗等の中世

前期の遺物も少量認められた。

S X01AS S R01A5の南側で幅約8.4mにわたって検出された。埋土は他地区においては遺構面

の上層に堆積するマンガン粒を多く含む灰色上であることから、自然地形の凹部と推定される。

出上した遺物には須恵器や上師器のほかに中世陶器の甕や播鉢片が認められた。

S X02A5 幅約5.4rnにわたって検出された。埋上はS X01A5と 同様のマンガン粒を多く含む堅

く締まった灰色土である。深さは約15cmで、きわだった遺物の出土はないが、S X01A5の例から

推察すると自然地形の凹部に中世までの遺物を含む包含層が堆積したものと想定される。

S K03A5 幅 4mにわたつて検出された。検出面からの深さは約10cmで、埋土はS X01～02A5等

と同様のマンガン粒を多く含む灰色上である。遺物の出土はなかった。

S X04A5 幅約4.2mにわたって検出された。深さは約 5 cm～ 10cmで、埋土はS X01～03A5と 同

様のマンガン粒を多く含む灰色上であった。遺物の出土はなかった。

S X05A5 幅約 3mにわたって検出された。深さは約10cmで、埋土はS X01～04A5等 と同様のマ

ンガン粒を含む灰色上であった。遺物の出土はなかった。

S X06A5 幅約 lm、 深さ約10cmを測る。埋土は暗茶褐色粘質上で、土師器の高郭の破片等が出

上した。

S X07A5 幅約86cm、 長さ約8.4mの南北方向に長い遺構である。中央付近がもっとも深 く、約50

cmを浪よるが、南北両端に近づくにつれ徐々に浅 くなっていく。埋土はマンガン粒を多く含んだ灰

色上で、遺物の出土はなかった。

S X08A5 幅約3.2m、 深さ約23cmの遺構で、断面形状は緩やかなレンズ状を呈している。埋土は

暗茶褐色粘質上で、須恵器の不身、高邦、甕片、土師器の高野、壺片等が出土している。

S X09A5 幅約1.9m程度の不整形な遺構で、深さは約10cmを測る。埋土は暗茶褐色粘質上で、土

師器の高不、壷片、須恵器の甕片等が出上している。

B地区

A地区の北端から浜街道に至る東西方向トレンチで、管水路計画箇所にあたり、幅約1.lm、 長さ

約120mを測る。遺構の検出面は淡黄色粘質上で、標高は85.30m～ 85。 40mを測り、西端のみやや

低い。全体に遺構密度が低 く、西側部分で幅約40cm～60cm程度の小規模な濤状遺構が検出された

ほかは、東側部分でA地区等検出の河道状遺構の連続部分が確認されたにすぎない。

S D01～03B5 幅約40cm～60cmの南北方向の濤状遺構で、検出面からの深さは約 2 cm～ 4 cmを測

る。埋土は灰色粘質上である。遺物の出土はなかった。
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SR01B5 A地 区で検出されたS R01A4に 連続する河道状遺構で、西岸にあたる部分とみられ

る埋土は灰黒色系の粘質土で、遺物も同様のものが確認されている。

C地区

浜街道に近接して平行する南北方向のトレンチで、管水路計画箇所にあたり、幅約1.lm、 長さ約

184mを測る。遺構の検出面は標高約85。 12m～85.58mの青灰色粘土層の上面を基調としたが、明

確な遺構は確認されなかった。昭和初年におこなわれた浜街道建設工事の際には多数の上器や人

骨等が出上したと伝わつている。13J

2.出土遺物

A地区 (図版25～26、 46)

S K01A5等から6世紀後半から7世紀前半にかけての多量の上器等が出上したほか、各遺構か

ら、おおむね古墳時代中期以降の上器類が出上した。なおS R01A5出 土遺物については、S R01

G3と連続する遺構であるため、「第 6章 第 3調査区」で報告した。

S D01A3出 土遺物 (194/図版25)

土師器壺 (194):ゆるやかに外方に開く口縁部は、その外端に横位の強いナデをおこなう。口径

は■ .8cmを測る。頸部以下の体部外面には縦位のハケロ調整をおこない、内面には粘土紐のつな

ぎ目を指でナデつけた痕跡が残る。国径は11.8cmを 測り、胎上には/Jヽ礫をまばらに含む。焼成は

堅緻で、灰褐色を呈す。

S K01A5出 土遺物 (224～245/図版26)

須恵器lTH蓋 (224):口 径15。 3cmを測り、天丼部の約2/3程度について回転ヘラケズリをおこなう。

天丼部と体部との境界には弱い稜線を有し、国縁内端にも弱い凹線をもつ。胎土には多量の微細

な長石粒と礫を含む。焼成は堅緻で灰色を呈す。

須恵器 lTH身 (228～232):(228～230)は、口径11.5cm～ 13.lcm、 器高4.lcm～4.8cmの大型品で、

(231～232)は、日径8.2cm～ 10.9cm、 器高2.9cm～4cm弱の小型品である。大型品の (228～230)

は、いずれも口縁の立ち上がりが長 く、底部の約1/2～ 2/3程度について、反時計回りのロクロに

よる回転ヘラケズリをおこなう。胎土は粗 く、微細～ 3 1mn程度の長石粒を含む。焼成は堅緻で灰

色～暗灰色を呈す。小型品の (231～232)|よ、いずれも口縁の立ち上がりが短 く、底部について

は、基本的にはヘラケズリをおこなわないようである。未調整の可能性が高い。胎上には多くの

長石粒を含むが、微細なものしか観察されない。焼成は堅緻で、 (232)に はセピア色の箇所が目

立つ。

須恵器高lTH董 (225～227):(227)イま口径14.lcmを 測り、半球形の天丼部外面の中央には内凹の

宝珠形つまみをもつ。天丼部の約1/3程度にはカキロ調整がみられ、その下部には、別個体の一部

が 2箇所で熔着している。 (225年226)は、それぞれ内凹と内凸の宝珠形つまみを有するもので、

(226)の形状などからは、当該遺構出上の他の須恵器より、時期的に新しい邪蓋の可能性が指摘

される。しかし口縁部やそれに伴う郷身などは出上しておらず、現状では他にそれと判断できる

要素がないため、ここでは一応 (227)と 同様のものとして理解しておく。焼成はいずれも堅緻で
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灰色～青灰色を呈すが、(227)の断面はセピア色である。いずれの胎上にも微細な長石粒が目立

須恵器高郭 (233～234):(233)|よ野部で、口径は■.6cmを はかる。日縁部の立ち上がりが短 く、

プロポーションは不身の小型品 (231～232)イこ類似する。 (234)は脚部で、短脚 1段の方形 4方

透かしである。いずれの焼成も堅緻で灰色を呈し、胎上には微細な長石が目立つ。

須恵器横瓶 (235):口 径8.6cmの横瓶で、体部にはカキロ調整を施す。頸部には縦位に「―」状の

ヘラ記号 (?)が認められる。焼成は堅緻で灰色を呈し、胎土には微細な長石粒が多く含まれる。

須恵器姿 (236～245):凸面にはいずれも木目に直交して平行線文を彫り込んだ叩き板の痕跡を残

すものである。 (236～237)の外面の平行線文は直交する木目が浮き出て、擬格子文状に変化して

いる。 (244～245)の外面には横位のカキロが施される。 (236～ 239、 242～244)の内面には同心

円文の当具痕をそのまま残すが、 (240～241)に ついてはナデにより消去している。(245)の 内面

の当具痕は通有の同心円ではなく、円の中心からあたかもタイヤのスポークのように、放射状の

線が拡がるものである。この線は同心円を正確に等分することを意識して彫られているようで、

単なる原体の傷である可能性は低い。「車輪文」とよばれるものになるだろう。いずれの胎上にも

微細な長石粒が多く含まれ、焼成は (238～239)力 薫ゞ し焼 き風でややあまく灰黒色であるほかは、

堅緻で青灰色を呈す。

土師器壷 (246):口 縁外端に弱い面をもち、日径は9.8cmを測る。器表は磨耗しており、細部の調

整等については明らかでない。胎土は小礫を含んで粗 く、焼成は堅緻で褐色を呈している。

土師器土玉 (247～248):最大径2.9cm～ 3.lcm、 孔径は 8 4ul～ 9111nで、重さは約15g～17.5gを はか

る。いずれにも多くの指頭圧痕が観察され、 (248)の 底面には木目状の圧痕が残る。いずれも堅

緻で (247)は褐色、 (248)は灰黒色を呈す。

S K03A5出 土遺物 (202/図版25)

須恵器高郭(202):底径9。 2cmを測る短脚透かしの脚部で、裾部の外面には 1条の凸帯が認められ

る。内面は形成時に指による縦位のナデつけがおこなわれているため、不規則な 6角状に変形し

ている。焼成は堅緻で灰色を呈し、表面に黒色粒が浮く胎上には微細な長石粒が多量に含まれて

ヤゝる。

S X01A3出 土遺物 (203～206/図版25)

須恵器郭身 (203～204):い ずれも口縁の立ち上がりが長い野身と推定される。(204)の底部外面

は反時計回りのロクロにより、受け部の近 くまで回転ヘラケズリされている。焼成はいずれも堅

緻で灰色を呈し、胎土には微細な長石粒を多量に含んでいる。

須恵器コップ型土器 (206):外面には櫛描きの波状文が施され、その上段には凸線に狭まれた凹

線があり、その下には 1条の凸線がめぐる。底部はいわゆる平底で、体部の立ち上がり近 くには

縦位のヘラケズリ状調整および環状把手の接合部分が残る。焼成は堅緻で青灰色～灰色を呈し、

胎土は微細な長石を含むがおおむね精良である。

須恵器斐 (205):外面には木目の直交して浮き出る平行線文叩きを施した後、横位のカキロ調整
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をおこなう。内面には同心円文の当具痕をそのまま残す。胎上には微細な長石粒を多量に含み、

堅緻に焼成され青灰色を呈す。

S X06A5出 土遺物 (198～199/図版25)

土師器高杯 (198～199):(198)は不部、 (199)は脚部片である。 (199)は脚柱と裾部との境界

が明瞭で、外面には縦位のミガキ状調整が、裾部の内面にはハケロ状調整が観察される。いずれ

も胎土は精良で、小礫等はほとんど含まない。焼成は堅緻で淡い橙色を呈す。

S X08A5出 上遺物 (195～197/図版25)

須恵器高郭 (195):体部と底部との境界に明瞭な段をもつ不部で、外面には2条の凸帯を有し、

その下部には波状文が施される。底部の大部分は時計回りのロクロによるヘラケズリが施される。

胎上には多量の長石粒を含み、堅緻に焼成され灰色を呈す。

須恵器養 (196):口 縁外端に明瞭な面をもち、外面には2条の凸帯とそれぞれの下段に櫛描きの

波状文を有す。堅緻に焼成され、表面は黒色、断面はセピア色を呈す。胎土には微細な長石粒が

多量に含まれる。

S X09A5出 土遺物 (200～201/図版25)

須恵器養 (201):外面には格子状の叩き締め圧痕をのこし、内面はナデにより完全に無文化され

ている。胎上には 3 1mll程度を最大とする長石粒が大量に含まれている。焼成は堅緻で、表面は濃

厚な青灰色、断面はセピア色を呈す。

土師器高lTt(200):体部と底部との境界に弱い段を有す口径13.4cmの 邦部で、国縁から体部にか

けての全面を横位のナデにより調整し、日縁外端には弱い面をもつ。脚部の剣離痕などから、郷

部と脚部の接合は脚部の内側から粘土を詰め込んでおこなわれているものと推測される。焼成は

堅緻で灰褐色を呈し、胎上には小礫等の混入が少なく精良である。

B地区出土遺物 (207～208/図版25)

遺物の出土は希薄で、 S R01A5に 連続するS R01B5よ り少量の遺物が出上したのみである。

S R01B5出 土遺物 (207～208/図版25)

磨石類 (207):全体の約1/2が残存し、残存長4.5cm、 幅8.7cm、 重さ290gはかる。表面および側面

に敲打痕が認められ、側面と裏面には磨面がある。石の色調は灰色を呈す。

黒色土器碗 (208):断面二等辺三角形状の高台を有し、高台径は7.2cmを 測る。焼成は堅緻で全体

に褐色を呈すが、内面は黒化処理されている。胎上には小礫等は含まず、精良である。

C地区出土遺物 (209～223/図版25)

遺構は確認されなかったが、伝承を裏付けるように、古墳時代以降の遺物が少量出上した。

須恵器lTk蓋 (209、 211):(211)イま体部と口縁部の境界に明瞭な稜線を有すもので、日縁内端に

は凹線をもつ。天丼部は半球形と推定され、稜線の近 くまで回転ヘラケズリをおこなっている。

(209)は内凹の宝珠形つまみを有するもので、天丼部には反時計回りのロクロによる回転ヘラケ

ズリがおこなわれている。 2者の胎土はいずれも微細な長石を多量に含んでおり、焼成は堅緻で

ある。色調は (209)の表面が灰色、断面がセピア色。 (211)は全体に灰色を呈すが、外面にはセ
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ピア色の部分が目立ち、自然釉の付着もみられる。

須恵器郭身 (212):貼 り付けによる高台をもつ邪身で、高台は小振りで退化したものである。焼

成は堅緻で青灰色を呈し、胎土には微細な長石粒が目立つ。

須恵器高郭(210):短脚 1段の方形 4方透かしの高郭で、底径は9.2cmを測る。焼成は堅緻で灰色

を呈す。胎上には微細な長石粒が多く含まれる。

須恵器菱 (213～217):い ずれも凸面に、木目に直交する平行線文の叩き締めを施すものであり、

(215～217)の 凹面には、同心円文の当具痕がそのまま残っている。 (213～214)の凹面について

は同心円文の消去がおこなわれており、 (214)に はわずかな文様の痕跡が残る。 (217)の外面に

はカキロが施されている。いずれの胎上にも多量の長石粒が観察される。焼成はいずれも堅緻で

灰色～青灰色を呈すが、(213)の断面はセピア色である。

平瓦 (218):凸面に長方形状の格子叩きを施すもので、凹面には密な布目圧痕がそのまま残る。

胎土には多量の長石礫の混入がみられる。酸化炎焼成により橙色を呈している。

土師器皿 (219):口 径は 8 cmを測る。器表は全体に磨耗しているが、形態や法量、あるいは口縁

外端の押しナデによる面などの諸点から、日縁部 1段ナデ手法の上師器皿と推定される。焼成は

あまく灰褐色を呈し、胎土は小礫等をほとんど含まない精良なものである。

陶器碗 (220):削 り出しによる、径4.9cmの高台をもつ瀬戸の平碗で、内外面には淡い緑色の釉が

施される。焼成は堅緻で、灰褐色を呈す。

陶器摺鉢 (223):内面にはややまばらな原体 5条の播目が施され、外面には横位のナデが観察さ

れる。焼成はきわめて堅緻で、セピア色かかった暗灰色を呈す。

磁器碗 (221～222):い ずれも片切 り彫 りの文様が認められる青磁碗である。(221)の釉調は透明

度の高いエメラルド色で、外面には蓮弁文が観察される。 (222)の釉調も基本的には (221)と 同

様だが、やや色が濃く多数の貫入が認められる。径4.9cmの高台は、内面の削り込みが浅い。

3.小 結

当該調査区では攪乱、各種の湿気抜き、および灰色粘質上で埋まる東西方向の素堀り小濤群等

が随所で見られ、遺構の遺存状況は良くなかった。しかしながらS A01A5を はじめとして、掘立

柱建物の存在をうかがわせる多数のピットや、S K01A5の ような丼戸の可能性もある土坑状遺構

が検出されたことは、この付近が集落遺跡の一部を占めていた可能性を示唆している。これらの

遺構について、出土した遺物をみると、おおむね古墳時代中期の 6世紀前後から古墳時代でも終

わりに近い 7世紀前半頃までにかけてのものが多いようである。またS K01A5か らはフイゴの羽

口が出上しており、当該地における鍛治関連遺構の存在をうかがわせている。 (北村 )
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第 9章 結

今回の調査の結果、掘立柱建物、土坑状遺構、濤状遺構、ピット状遺構等集落遺跡の存在を示

唆する各種の遺構が検出され、古墳の周濤の可能性もあるS D08G3な ども確認できた。また河道

状遺構や沼地状遺構等が検出され、集落の営まれた微高地の範囲もおおよそ推測できるようにな

ったと思われる。これらの遺構の営まれた時期については、遺構からまとまって出上した遺物に

限ってみてみると、 S K01C4の 出土遺物を最古とし、 S K01A5の 出土遺物を最新とする時間幅

におさまるようである。つまりS K01C4出土遺物は畿内の庄内式併行期に士ヒ定されるものであ

り、S K01A5出土遺物については、飛鳥地域の飛鳥寺下層式～飛鳥 I式併行期に比定されるもの

である。

これらから、今回の調査で確認で

きた御倉遺跡での生活期間は、お

おむね古墳時代前期の 4世紀頃か
N

遺物の出土量からいえばS X02B

4出土遺物に代表される大阪陶邑

編年のMT15型式併行期前後の 6

世紀前半代である可能性が高い。

一方、遺跡の性格については、

これまでの調査において、大型の掘立柱建物や、時期的には降るが「郡家有」「三宅」などの墨書

土器が確認されていたことから、公的な施設や有力氏族の居住地の可能性が指摘されてきた。今

回の調査でも、S K01A5からフイゴの羽国の出上がみられ、当遺跡で鍛治のおこなわれた可能性

を推測し得る状況となった。これまでの指摘をわずかながらも補強し得る材料となるだろう。

また、量的には少ないものの、S R01G3な どの河道状遺構や沼地状遺構、またS X02C2、 SD04

D4お よび遺構面直上の堆積土などから、縄文晩期の上器片、礫石錘、磨石類、あるいは前期を含

む弥生時代の上器片や磨製石斧、奈良時代から鎌倉時代にかけての上器類、近世初頭の上器類な

どが出上している。これらの遺物のなかには、これまでの調査で知られてきた御倉遺跡の内容を

補強するものもあるが、同時に隣接地に時期も性格も異なる未発見の遺跡の存在をうかがわせる

ものも多い。

註)

(北村 )

(1)別名「戸浦観音寺道」ともよばれ、「佐々木街道」とは地元での呼称である。北は現在の野洲町付近までつづい

ており、戦前は陸軍の移動等にも使用されたらしい。「佐々木」の名称は中世の近江守護・佐々木氏 (戦国時代

の六角氏、京極氏)を思わせるが、その由来については明らかでない。

五
ｍ

新草津川放水路    
‐

第 4図 遺構分布の概要

SR81A4
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修)宮崎幹也氏は、蒲生町市子・堂田遺跡等検出の素掘り小濤群について「小区画に規制された耕作痕」であると

し、これにみえる「条里に規制された方位を示すものと、異なった方位を示すもの」の 2者の存在は「条里坪内

の小区地割が、地形に規制されていることに応じている」と考えている (『紀要 第 2号』)。 当該調査区で検出
された多数の素掘り小濤群が、宮崎氏のいうものに該当するか否がについては、必ずしも明らかでないが、その

可能性は高いように思われる。

(9中村良雄氏の御教示による。氏は浜街道建設工事にも参加されている。

引用。参考文献

滋賀県教育委員会『昭和60年度 滋賀県遺跡地図』1986年 滋賀県教育委員会

田辺 昭三 他  『陶邑古窯群 I』 1968年 平安学園考古学クラブ
田辺 昭三   『須恵器大成』 1981年 角川書店
西  弘海   『上器様式の成立とその背景』 1986年
花塚 信雄   「42須恵器について」『金沢市畝田・寺中遺跡』金沢市文化財紀要421984年 金沢市教育委

員会 他

宮崎 幹也   「条里遺備の調査と現状」『紀要 第 2号』 1989年 働滋賀県文化財保護協会
横山 浩―   「須恵器にみえる車輪文叩きの起源」『九州文化史研究所紀要 第26号』1981年 九州文化史研

究所

〈御倉遺跡調査報告関係〉

小宮 猛幸   『車津川改修関連遺跡発掘調査概要報告書 (I)』 革津市文化財調査報告111986年 車津市教
育委員会

藤井  朗   『車津川改修関連遺跡発掘調査概要報告書 (II)』 草津市文化財調査報告131988年 車津市教
育委員会

谷口 智樹   『車津川改修関連遺跡発掘調査概要報告書 (Ⅲ )』 草津市文化財調査報告151989年 車津市教
育委員会

三宅  弘 他  『草津川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 1-御倉。大萱―』1986年 滋賀県教育委員
会、働滋賀県文化財保護協会

三宅  弘 他  『草津川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 2-御倉・大萱一』1987年 滋賀県教育委員
会、側滋賀県文化財保護協会

三宅  弘   『草津川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 3-御倉。大萱―』1988年 滋賀県教育委員
会、何滋賀県文化財保護協会

酒造  豊   「『郡家雪の墨書上器」『滋賀文化財だより』No83 1984年 働滋賀県文化財保護協会
酒造  豊   「車津川改修工事に伴う調査―近世の排水路と水田跡― (上 )」 1984年『滋賀文化財だより』

No91働滋賀県文化財保護協会

酒造  豊   「車津川改修工事に伴う調査一近世の用水路と水田跡― (下 )」 1985年 F滋賀文化財だより』
No98側滋賀県文化財保護協会

―- 34 -―



図   版



図
版

一
遺
構

(明治25年 )

御倉遺跡の位置と周辺遺跡の分布 (1:50,000)



図
版
二
遺
構

トレンチ配置図 (1:2,000)



B地区 第 1調査区検出遺構(1)S=1/100

図
版
三
遺
構



図
版
四
遣
構

G′
.00m

1.灰色砂質上
2.灰色土 (砂含む )
3.灰掲色砂質土
4.緑灰色砂質土
5.灰黒色粘土

Ｃ‐四釦Ｏ　φφ

C地区 第 1調査区検出遺構(劾 S=1/100



Ｅ
Ｏ
一
．
一
∞

11右 2本の トレン
:左 2本の トレンチ

A地区 第 2調査区検出遺構(1)S=1/100

図
版
五
遺
構

1則



図
版
六
遺
構

冬 ‐く<5たキ
~~二
SDコ B2

B地区 第 2調査区検出遺構121



す
０
∞
―

D′

C地区 第2調査区検出遺構(OS=1/100

西端・神社前

図
版
七
遺
構

ＣＥ
一
０
．
一
∞
‐
‐
Ｉ
‐
＝
ヽ



＼

第 3調査区検出遺構(1)S=1/2

A

図
版
八
遺
構



Eソ

D

A地区 第 3調査区検出遺構(動 S=1/2

5M

図
版
九
遺
構



図
版
十
遺
構

86.00m

B地区 第 3調査区検出遺構(3)S=1/2



ＣＥ
０
０
．
ф
∞

Ｅ
〓

０
∞

B・ F・ G地区 第3調査区検出遺構(4)S=1/2

図
版
十

一
遺
構



図
版
十
二
遺
構

Ｅ
一
一
劇
引
１

，

|

lB4SX0

C rSD02C4〒 C′

B地区、C地区 第 4調査区検出遺構(1)S三 1/100



．ｑ
∞
ヽ
．фe″

図
版
十
三
遺
構

ぎ

ル
生
／

ξ
ヽ，
噂

Sχθ,。ィ

8600m

8600m

H

乙K01E4                  く＼沙  ◎

SK02E4

SD02E4-―¬I′

D地区、E地区 第4調査区検出遺構(2)S=1/100

85.50m



図
版
十
四
遺
構

A地区北側  第 5調査区検出遺構(1)S=1/100



◎
SX07A5

SD08A5

SD09A5

SD10A5
I

SDllA5

図
版
十
五
遺
構

2A5

p

A地区南側 第5調査区検出遺構(2)S=1/100



図
版
十
六
遺
構

‐Ｅ扉
ⅧⅦ
割
ヽ
―‐‐―――――‐‐‐
Ⅷ
剛
刊

〓鶉
艇
艇
Ⅲ
ＩＩＩ‐――‐‐
――――――――
性
ド

ど卿

② SB01A3

⑥
①
④
①
②

土
　
　
土

質
　
土
質

粘
＞
質
粘

色

い
粘
色

掲
多
色
灰

茶
片
灰
青

暗
器
暗
淡

・土

・
・

⑤ SK01A5

1.暗茶褐色粘質土
(多量の上器片含む)
2.黒茶褐色粘質土
2′ 淡里茶掲色粘質土
3.黒灰褐色粘質土
(青灰色粘土のブロッ

ク含む)

擢 璧 垂 垂 璧 垂 嚢 藝 璽 垂 為 m

OSA01A5

遺構の詳細(1)S=1/60



Ｓ
＼
く
ド
ラ
ヘ

142露

196

◎
朽0膨

141ら

賂ぷ

‐４８
餅

建

酌川

遺構の詳細(2)S X02B4S=1/20

A′ 琶
図
版
十
七
遺
構



図
版
十
八
遣
物

1詞  1弓
|:::::::::::::::::::i:ii,|)  ''''

|::::::::::::::: [i::::ill) '"'

＼

一く 司 騨
15

に‐日
は
惇
Ｈ
Ｉ十
四
出
１７

却鰹勢を

解

1～ 8、 9～30)i S X02C2、 (31):第 1調査区B地区排上、 (32):第 1調査区C地区排土

第 1調査区、第 2調査区出土遺物 S=1/3



図
版
十
九
遺
物

附

―――

附

日

劇

旧
叩

――

＝

― ――

ド

ーー

「

‐‐―

‐

＝

‐
‐
十ヽ‐

Ｗ

Ｉ‐

イ
ー
ー

‐

『

‐‐
―‐

卜

　

‐ ‐

，

●

‐
ツ

ーーキ‐‐

―――‐‐

‐‐―――

―――‐‐

‐

‐

‐――

――‐‐‐

＝

――‐‐‐

叫

‐
――ｌ
ｉ
＝

∬

＝

―――

‐――
―
‐

Ｔ
ＩＩＩ

ド

ーー
ｉ‐
�

哨

¶

―‐Ｉ

Ｔ

，

Ｉ‐
′
Ⅲ

Ｔ

‐

卜

　

＝

Ｐ

45

③
Q6

引
――
比

(38～45):S D08G3(46):S X05B3(47～ 49):S D10G3 第 3調査区出土遺物(1)S=1/3



図
版
二
十
遺
物

再 訂(0
＼卓上こ愛
0

司  感5

畷 認

マ

56／

　

１

賜 |ほ 74

ヽ

＼
＼
＼

/
隠

Å

Ｋ

隠

瓜

(50・ 51・ 61):S D10G3(52・ 53・ 62):S K13(54～ 60・ 63～80)i S R01G3 第 3調査区出土遺物(2)S三 1/3



＼

劾 みw

L:]!□!!EEE!!ll!B″87型進避

==ミ ミ
ミ
ミ
ミ 汗 92

噂
~93

94

第 3調査区出土遺物(0(81～101):S R01G3 S=1/3



図
版
二
十
二
遺
物

＝　〇

｀ヽ、ミ三こと、三:::_!〔
::::::::::|:::::::i::|::::::::'チ

チ
'

第 4調査区出土遺物(1)S=1/3

(102):S X01A4、

(116):S X03C4、

(121)i S P01C4、

(133～ 134):S K02E4

(103～ 112、 117):S R01A～ B4、

(118～ 119):S X05C4、

(122～ 128):S K01C4、

(113～ 115):S K01B4、

(120):S X04C4、

(119～ 132):E地 区排土



図
版
二
十
三
遺
物

「

正三rfJ

マ
~
‥ヽ三
=ミ「

:

―
J

舅

艶 ▽

第 4調査区出土遺物(2)S=1/3 (135～ 158)I S X02B4



161    162161    1

刀

図
版
二
十
四
遺
物

窒

‐６０

量

‐５９

(159～ 160):D地 区排土、 (161、 170～ 171)
X01D4、 (162、 166、 168～ 169、 173～ 176、

第 4調査区出土遺物(3)S=1/3

:S X03D4、 (164)i S X05D4、 (165、 172):S X06D4、 (163、
186):S D02D4、 (177～ 185、 187～ 193)i S D04D4

伽 篭 Ч

167): S



図
版
二
十
五
遺
物

]
203

″́_≦夏三三
]Π
Π日:山
,こ9

(194):S D01A5、
(202):S K03A5、

＼

208

∞

Ⅷ

第 5調査区出土遺物(1)S三 1/3

(195～ 197):S X08A5、 (198～ 199):S X06A5、
(203～ 206):S X01A5、 (207～ 208):S R01B5、

(200～ 201)i S X09A5
(209～ 223)iC地 区排土

罫



―
平 島5

=弓L【

ご＼＼

235

トイ /

/

― ― ― ミ

て
~~~~~~

◎―

⑩
鰯獅

第 5調査区出土遺物(2)S=1/3
(224～ 239):S K01A5



図
版
二
十
七
遺
構

調査前状況 (東から)

第 1調査区A地区中央遺構全景 (南西から)



図
版
二
十
八
遺
構

第 1調査区B地区西遺構全景 (東から)
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